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は
じ
め
に

九
世
紀
は
、
古
代
軍
事
制
度
の
変
質
を
探
る
上
で
も
、
ま
た
中
世
の
武
士
発
生
の
前
史
を
探
る
上
で
も
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

古
代
律
令
軍
制
の
基
幹
で
あ
る
軍
団
兵
士
制
が
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
に
辺
要
︵
陸
奥
・
出
羽
・
佐
渡
・
西
海
道
諸
国
︶
を
除
い

て
停
廃
さ
れ
、
代
わ
っ
て
健
児
制
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
地
方
軍
制
に
関
し
て
は
、
従
来
、
健
児
制
に
関
す
る
研
究
が
中
心
で
あ

り︶
1
︵

、
九
世
紀
地
方
軍
制
の
全
体
像
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
代
史
研
究
者
の
間
で
も
盛
ん
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
加
え
て
、
武
士
発

生
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
中
世
史
研
究
者
の
関
心
は
高
い
が
、「
古
代
史
に
あ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
問
題
に
対
し
て
関
心
が
な
く
、

中
世
史
と
没
交
渉
状
態︶

2
︵

」
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
古
代
史
研
究
者
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
い
と
は
言
え
ず︶

3
︵

、
古
代
史
と

中
世
史
の
間
に
は
未
だ
ど
こ
か
断
絶
が
あ
る
感
は
否
め
な
い
。

実
際
、
九
世
紀
︵
特
に
八
世
紀
末
～
九
世
紀
中
葉
︶
の
地
方
軍
制
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
例
え
ば
概
説
書
・
一
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般
書
で
は
、
平
安
時
代
の
軍
事
・
内
乱
等
の
記
述
に
つ
い
て
、
桓
武
朝
の
「
軍
事
と
造
作
」︵
蝦
夷
征
討
と
平
安
遷
都
︶
や
嵯
峨
朝
の

平
城
太
上
天
皇
の
変
等
に
触
れ
た
後
は
、
直
ち
に
摂
関
期
の
天
慶
の
乱
︵
平
将
門
の
乱
・
藤
原
純
友
の
乱
︶
や
武
士
の
台
頭
等
の
記
述

に
移
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
平
安
期
の
東
北
史
研
究
に
お
い
て
も
、「
元
慶
の

乱
な
ど
散
発
的
な
戦
乱
に
関
す
る
考
察
を
除
け
ば
、
あ
た
か
も｢

三
十
八
年
戦
争｣

の
後
日
譚
の
よ
う
な
形
で
九
世
紀
の
状
況
が
略
述

さ
れ
た
後
、
一
足
飛
び
に
前
九
年
合
戦
前
史
へ
移
っ
て
し
ま
う
と
い
う
扱
い
が
久
し
く
続
い
て
い
た︶

4
︵

」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
九
世
紀
は

過
渡
期
の
重
要
な
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も
未
解
明
の
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
の
研
究
が
難
し
い
の
か
。
そ
れ
は
史
料
的
な
理
由
が
少
な
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶

か
ら
天
長
十
年
︵
八
三
三
︶
ま
で
を
収
録
す
る
﹃
日
本
後
紀
﹄
が
全
四
〇
巻
中
一
〇
巻
し
か
現
存
せ
ず
、
軍
団
兵
士
制
停
廃
後
の
地
方

軍
制
の
姿
を
抽
出
で
き
る
記
事
が
僅
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。﹃
日
本
後
紀
﹄
に
続
く
六
国
史
で
も
、﹃
日
本
三
代
実
録
﹄
に

収
め
る
元
慶
の
乱
︵
元
慶
二
年
︹
八
七
八
︺
三
月
に
出
羽
で
起
こ
っ
た
戦
乱
︶
関
連
の
記
事
を
除
い
て
は
、
軍
事
関
係
の
史
料
は
多
い

と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
者
も
手
を
出
し
に
く
い
上
、
全
体
像
や
連
続
性
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
る︶

5
︵

。

し
か
し
近
年
、
古
代
史
研
究
に
お
い
て
、
史
資
料
面
で
大
き
な
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
で
木
簡
が
認
知
さ
れ
た
の
は

一
九
六
一
年
︵
平
城
宮
発
掘
調
査
︶
だ
が
、
以
降
、
平
城
京
跡
、
飛
鳥
・
藤
原
京
跡
を
は
じ
め
、
各
地
の
地
方
官
衙
遺
跡
や
東
北
の
城

柵
跡
等
か
ら
、
木
簡
・
漆
紙
文
書
・
墨
書
︵
刻
書
・
篦
書
︶
土
器
・
文
字
瓦
・
金
石
文
等
、
多
く
の
「
出
土
文
字
資
料
」
が
出
土
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
の
収
集
・
蓄
積
・
共
有
が
図
ら
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
の
環
境
整
備
も
進
展
し
て
い
る︶

6
︵

。
古
代
史
研
究
に
お

い
て
、
今
や
出
土
文
字
資
料
は
新
た
な
資
料
群
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

九
世
紀
の
地
方
軍
制
像
の
素
描
を
試
み
る
論
考
と
し
て
、
戸
田
芳
実
、
森
田
悌
、
吉
沢
幹
夫
、
平
野
友
彦
、
奥
野
中
彦
、
下
向
井
龍

彦
、
渕
原
智
幸
、
寺
内
浩
各
氏
の
研
究︶

7
︵

が
あ
る
。
な
か
で
も
戸
田
氏
の
研
究
は
、
九
世
紀
に
つ
い
て
は
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
わ
け
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で
は
な
い
が
、
現
在
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
寺
内
浩
氏
が
軍
団
兵
士
制
停
廃
以
降
の
軍
制
の
諸
段
階
を

精
力
的
に
考
察
さ
れ
た
。
た
だ
両
氏
と
も
、
軍
団
兵
士
制
が
存
続
し
た
陸
奥
・
出
羽
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
陸
奥
・
出
羽
の
軍
制
に
つ
い
て
は
、
東
北
古
代
史
研
究
の
中
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
両
国
の
軍
制

に
関
し
て
の
専
論
は
そ
れ
に
比
し
て
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
。
主
要
な
も
の
と
し
て
板
橋
源
、
高
橋
崇
、
奥
野
中
彦
、
鈴
木
拓

也
各
氏
ら
の
研
究︶

8
︵

が
あ
り
、
ま
た
出
土
文
字
資
料
か
ら
の
分
析
と
し
て
は
平
川
南
氏
の
研
究
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る︶

9
︵

。
特
に
、
鈴
木

氏
・
平
川
氏
の
研
究
か
ら
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
冒
頭
の
課
題
︵
古
代
軍
事
制
度
の
変
質
過
程
、
武
士
発
生
の
前
史
等
︶
解
明
に
向
け
て
の
基
礎
的
作
業
の
一
つ

と
し
て
、
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
以
降
も
軍
団
兵
士
制
が
存
続
さ
れ
た
辺
要
地
域
、
な
か
で
も
九
世
紀
に
お
け
る
陸
奥
・
出
羽
の
軍

制
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
但
し
、
戦
時
等
に
お
け
る
臨
時
差
発
の
兵
力
に
つ
い
て
は
よ
り
大
き
な
分
析
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
回
は

特
に
両
国
の
軍
団
兵
士
制
・
鎮
兵
制
・
健
士
制
・
健
児
制
等
の
常
備
武
力
に
絞
っ
て
整
理
・
検
討
を
行
う
。
な
お
考
察
に
は
、
従
来
の

文
献
史
料
に
加
え
て
、
近
年
の
出
土
文
字
資
料
に
関
す
る
研
究
成
果
も
活
用
し
て
い
く
。

行
論
中
、
出
典
で
﹃
続
日
本
紀
﹄﹃
日
本
後
紀
﹄﹃
続
日
本
後
紀
﹄﹃
日
本
文
徳
天
皇
実
録
﹄﹃
日
本
三
代
実
録
﹄﹃
日
本
紀
略
﹄﹃
類
聚

三
代
格
﹄﹃
類
聚
国
史
﹄
は
、そ
れ
ぞ
れ
﹃
続
紀
﹄﹃
後
紀
﹄﹃
続
後
紀
﹄﹃
文
徳
実
録
﹄﹃
三
実
﹄﹃
紀
略
﹄﹃
三
代
格
﹄﹃
類
史
﹄
と
略
す
。

引
用
史
料
中
の
︽　

︾
は
割
書
を
意
味
し
、
史
料
横
の
傍
線
は
全
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
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奥
国
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備
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―
軍
団
兵
士
・
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、
健
児
制

一　

軍
団
兵
士
・
健
士
制

宝
亀
五
年︵
七
七
四
︶～
弘
仁
二
年︵
八
一
一
︶ま
で
断
続
的
に
実
施
さ
れ
た
蝦
夷
征
討︵
征
夷
と
も
、対
蝦
夷
戦
争
の
こ
と
︶は「
三
十
八

年
戦
争
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
と
な
る
弘
仁
二
年
次
の
征
討
の
後
、
陸
奥
国
で
は
軍
団
兵
士
と
鎮
兵
の
削
減
が
実
施
さ
れ

る
。徳

政
相
論
や
坂
東
の
疲
弊
を
受
け
、
鎮
兵
制
は
大
同
元
年
︵
八
〇
六
︶
頃
に
当
国
鎮
兵
制
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、﹃
後
紀
﹄

弘
仁
二
年
︵
八
一
一
︶
閏
十
二
月
辛
丑
︵
十
一
日
︶
条
の
文
室
綿
麻
呂
の
奏
に
よ
り
、
軍
団
兵
士
は
四
団
︵
行
方
団
・
名
取
団
・
玉
造

団
・
小
田
団
︶
四
〇
〇
〇
人
か
ら
二
団
︵
名
取
団
・
玉
造
団
︶
二
〇
〇
〇
人
へ
、
鎮
兵
は
三
八
〇
〇
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
と
し
、
志
波

城
へ
の
移
転
完
了
後
に
一
〇
〇
〇
人
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た︶

10
︵

。
な
お
、
出
羽
国
の
軍
団
兵
士
は
一
団
一
〇
〇
〇
人
で
、
当
時
の
鎮

兵
の
数
は
定
か
で
は
な
い
︵
後
掲
㋔
で
は
「
鎮
兵
六
百
五
十
人
」︶。

弘
仁
二
年
次
の
征
討
は
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
国
司
や
鎮
守
府
官
人
を
指
揮
官
に
実
施
さ
れ
た
征
夷
で
あ
る
。
兵
力
も
そ
れ
ま
で
の

よ
う
に
坂
東
諸
国
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、両
国
の
み
で
最
大
二
万
八
〇
〇
〇
人
程
︵﹃
後
紀
﹄
弘
仁
二
年
︹
八
一
一
︺
三
月
甲
寅
︹
二
十

日
︺
条
「
陸
奥
出
羽
両
国
兵
合
二
万
六
千
人
」、
同
年
七
月
丙
午
︹
十
四
日
︺
条
「
両
国
俘
軍
各
一
千
人
」︶
が
動
員
さ
れ
た
。
こ
の
数

字
は
当
時
の
両
国
の
軍
団
兵
士
や
鎮
兵
の
み
で
は
ま
か
な
え
な
い
数
で
あ
り
、
臨
時
差
発
の
兵
力
が
多
数
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
軍
団
兵
士
二
〇
〇
〇
人
の
解
却
と
鎮
兵
削
減
を
示
す
右
の
文
室
綿
麻
呂
の
奏
に
は
、「
丁
壮
老
弱
、
或
疲
二
於
征
戍
一
、
或

劵
二
於
転
運
一
。
百
姓
窮
弊
、
未
レ
得
二
休
息
一
。
伏
望
給
二
復
四
年
一
、
殊
休
二
疲
弊
一
」
と
見
え
、
丁
壮
老
弱
を
問
わ
ず
広
く
「
百
姓
」

が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
弘
仁
六
年
︵
八
一
五
︶
に
は
、
陸
奥
国
の
軍
団
兵
士
制
と
鎮
兵
制
が
大
き
く
改
編
さ
れ
る
。
軍
団
兵
士
は
基
本
的
に
は
存

続
す
る
が
鎮
兵
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
健
士
が
採
用
さ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
詳
細
が
﹃
三
代
格
﹄
巻
一
八
・
弘
仁
六
年
︵
八
一
五
︶
八

月
二
十
三
日
官
符
に
見
え
る
が
、
長
文
と
な
る
た
め
次
に
概
要
を
述
べ
る
。

陸
奥
国
の
軍
団
は
弘
仁
二
年︵
八
一
一
︶に
二
団︵
名
取
団
・
玉
造
団
︶と
な
っ
て
い
た
が
、こ
の
官
符
に
よ
り
四
団︵
白
河
団
・
安
積
団
・

行
方
団
・
小
田
団
︶
四
〇
〇
〇
人
が
加
増
さ
れ
、
兵
士
は
計
六
〇
〇
〇
人
に
増
員
さ
れ
た
。
同
時
に
鎮
兵
は
全
廃
さ
れ
、
代
わ
っ
て
健

士
二
〇
〇
〇
人
︵「
勲
八
等
已
上
千
五
百
人
、
勲
九
等
已
上
五
百
人
」︶
が
新
た
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
胆
沢
城
七
〇
〇
人
︵
兵

士
四
〇
〇
人
、
健
士
三
〇
〇
人
︶、
玉
造
塞
三
〇
〇
人
︵
兵
士
一
〇
〇
人
、
健
士
二
〇
〇
人
︶、
多
賀
城
五
〇
〇
人
︵
兵
士
︶
の
分
配
・

番
上
数
と
な
り
、一
回
あ
た
り
の
勤
務
日
数
は
、健
士
が
三
〇
日
︵
年
三
回
で
年
間
九
〇
日
︶、兵
士
が
一
〇
日
︵
年
六
回
で
年
間
六
〇
日
︶

と
定
め
ら
れ
た
。

健
士
は
帯
勲
者
︵
勲
位
人
︶
の
中
で
も
「
丁
壮
家
業
稍
可
者
」
か
ら
簡
点
し
「
馬
兵
」
を
倶
に
備
え
さ
せ
た
こ
と
か
ら
騎
馬
武
力

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
、「
各
食
二
公
粮
一
、
夫
婦
免
レ
租
。
課
役
全
脱
、
兼
預
二
考
例
一
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
増
員
さ
れ
た
兵
士

四
〇
〇
〇
人
の
中
に
も
「
勲
九
等
已
上
白
丁
已
上
」
と
帯
勲
者
が
お
り
、「
可
レ
食
二
私
粮
一
。
唯
勲
位
者
免
二
夫
妻
口
分
租
一
。
示
レ
別
二

白
丁
一
」と
白
丁
と
区
別
さ
れ
た
が
、さ
ら
に
健
士
に
つ
い
て
は「
唯
屢
経
二
戦
場
一
被
レ
霑
二
勲
叙
一
。
若
同
二
白
丁
一
、何
以
励
レ
後
。
伏
請
、

在
レ
戍
之
間
、
特
免
二
夫
妻
口
分
田
租
一
、
兼
給
二
□
︹
公
カ
︺粮

一
以
誘
二
士
心
一
︶
11
︵

」
と
、
免
租
・
課
役
全
脱
に
加
え
公
粮
が
支
給
さ
れ
た
。

賦
役
令
19
舎
人
史
生
条
か
ら
、
本
来
、
帯
勲
者
は
兵
役
が
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が︶

12
︵

、
度
重
な
る
蝦
夷
征
討
に
よ
り
陸
奥

国
で
は
「
今
見
定
課
丁
。
三
万
三
千
二
百
九
十
人
。
勲
七
等
以
下
五
千
六
十
四
人
」
と
い
う
帯
勲
者
の
増
加
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
帯
勲

者
を
軍
事
面
で
活
用
す
る
方
策
は
、
既
に
﹃
続
紀
﹄
延
暦
七
年
︵
七
八
八
︶
三
月
辛
亥
︵
三
日
︶
条
に
「
其
点
レ
兵
者
、
先
尽
二
前
般

入
レ
軍
経
レ
戦
叙
レ
勲
者
、
及
常
陸
国
神
賤
一
」
と
見
え
、「
三
十
八
年
戦
争
」
の
さ
な
か
に
征
軍
兵
力
確
保
を
目
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
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た
。
ま
た
、
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
に
健
児
制
が
採
用
さ
れ
た
諸
国
に
お
い
て
も
、﹃
三
代
格
﹄
巻
一
八
・
延
暦
十
六
年
︵
七
九
七
︶

十
一
月
二
十
九
日
官
符
に
「
而
有
二
勲
位
一
人
、
身
雖
二
強
壮
一
、
或
乏
二
家
資
一
、
無
レ
由
二
贖
労
一
。
望
請
、
停
レ
差
二
白
丁
一
、
差
二
勲
位

人
一
、
結
番
上
下
、
以
預
二
考
帳
一
」
と
帯
勲
者
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
鎮
兵
制
に
お
い
て
も
﹃
後
紀
﹄
延
暦
二
十
四
年
︵
八
〇
五
︶
二

月
乙
巳
︵
五
日
︶
条
に
「
相
摸
国
言
、
頃
年
差
二
鎮
兵
三
百
五
十
人
一
、
戍
二
陸
奥
出
羽
両
国
一
。
而
今
徭
丁
乏
少
、
勲
位
多
レ
数
。
伏
請
、

中
二
分
鎮
兵
一
、一
分
差
二
勲
位
一
、一
分
差
二
白
丁
一
」
と
、
坂
東
の
帯
勲
者
か
ら
採
ら
れ
て
い
た
。

当
時
の
帯
勲
者
の
急
増
は
、
宝
亀
か
ら
延
暦
期
の
度
重
な
る
蝦
夷
征
討
に
起
因
す
る
。
健
児
差
点
に
関
す
る
右
の
延
暦
十
六
年
の
官

符
は
、
美
濃
国
解
を
受
け
て
の
も
の
だ
が
「
諸
国
亦
准
レ
此
行
レ
之
」
と
全
国
を
対
象
に
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
、
広
く
諸
国
で

も
帯
勲
者
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
、﹃
後
紀
﹄
延
暦
二
十
三
年
︵
八
〇
四
︶
九
月
癸
巳
︵
二
十
二
日
︶
条
に
「
丹
波

国
言
、
依
レ
格
、
差
二
勲
位
一
衛
二
護
府
庫
一
」、﹃
後
紀
﹄
弘
仁
元
年
︵
八
一
〇
︶
九
月
甲
辰
︵
七
日
︶
条
に
「
播
磨
国
言
、
拠
レ
格
、
可
下

以
二
勲
位
人
一
差
中
点
健
児
上
」
と
、丹
波
国
や
播
磨
国
で
も
帯
勲
者
の
軍
事
的
活
用
を
確
認
で
き
る
。
た
だ
条
文
中
に
は
、前
者
︵
丹
波
︶

に
は
帯
勲
者
に
加
え
白
丁
も
差
点
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
、
後
者
︵
播
磨
︶
も
帯
勲
者
不
足
か
ら
白
丁
で
欠
員
補
充
を
行
う
許
可
を
求

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
国
に
は
坂
東
や
陸
奥
・
出
羽
ほ
ど
は
帯
勲
者
の
数
が
多
く
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

旧
稿
で
、「
征
軍
十
万
」
が
動
員
さ
れ
た
延
暦
十
三
年
次
征
討
で
は
、
人
的
・
物
的
負
担
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
、
延
暦
十
一

年
︵
七
九
二
︶
の
軍
団
兵
士
制
の
停
廃
は
従
来
の
軍
団
兵
士
制
の
構
造
で
は
取
り
込
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
広
い
階
層
を
組
織
・
動

員
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
が︶

13
︵

、
広
く
諸
国
に
見
え
る
帯
勲
者
の
存
在
は
そ
の
裏
付
け
に
も
な
ろ
う
。
八
世
紀

後
葉
～
九
世
紀
中
葉
は
、
征
軍
兵
力
、
鎮
兵
・
健
児
・
健
士
等
、
帯
勲
者
が
広
く
軍
事
的
に
活
用
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
弘
仁
六
年
︵
八
一
五
︶
の
健
士
採
用
以
降
、
陸
奥
国
で
は
六
国
史
等
に
「
鎮
兵
」
の
表
記
が
見
え
な
く
な
り
、
そ
の
後
鎮
兵
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制
が
復
活
し
た
様
子
は
な
い
。
し
か
し
、﹃
弘
仁
式
﹄・﹃
延
喜
式
﹄
主
税
式
に
鎮
兵
粮
の
規
定
が
見
え
、﹃
延
喜
式
﹄
兵
部
省
式
に
も
「
凡

鎮
兵
、
陸
奥
国
五
百
人
、
出
羽
国
六
百
五
十
人
」
と
あ
る
。
出
羽
国
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
鎮
兵
が
存
続
し
て
お
り
、
六
五
〇

人
と
い
う
数
も
他
史
料
と
一
致
す
る
が
、
陸
奥
国
の
五
〇
〇
人
に
つ
い
て
は
如
何
に
解
釈
す
べ
き
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
鈴
木
拓
也
氏
は
、「
そ
れ
以
前
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か︶

14
︵

」
と
す
る
。﹃
弘
仁
式
﹄・﹃
延
喜

式
﹄
と
も
に
鎮
兵
粮
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
穏
当
と
思
わ
れ
る
が
、
加
え
て
次
の
よ
う
な
仮
定
も
可
能
に
思
わ
れ
る
。
健
士
は
、

二
〇
〇
〇
人
の
う
ち
五
〇
〇
人
が
四
番
交
替
で
胆
沢
城
︵
三
〇
〇
人
︶
と
玉
造
塞
︵
二
〇
〇
人
︶
に
配
備
さ
れ
る
「
鎮
兵
制
の
機
能
と

性
格
を
継
承
す
る
兵
制︶

15
︵

」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
鎮
兵
の
任
を
継
ぐ
長
上
の
兵
と
し
て
常
駐
鎮
守
す
る
健
士
が
五
〇
〇
人
い
た
わ
け

で
、
中
央
で
も
鎮
兵
と
連
続
・
類
似
す
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
﹃
弘
仁
式
﹄・﹃
延
喜
式
﹄
編
纂
時
、「
鎮
兵
」

に
関
し
て
記
述
す
る
際
、
陸
奥
・
出
羽
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
括
し
て
「
鎮
兵
」
と
記
さ
れ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

そ
の
後
、﹃
続
後
紀
﹄
承
和
十
五
年
︵
八
四
八
︶
五
月
辛
未
︵
十
三
日
︶
条
に
「
磐
城
団
擬
少
毅
陸
奥
丈
部
臣
継
嶋
」「
伊
具
郡
麻
続

郷
戸
主
磐
城
団
擬
主
帳
陸
奥
臣
善
福
」
と
見
え
、
承
和
十
年
︵
八
四
三
︶
四
月
丁
丑
︵
十
九
日
︶
条
に
「
諸
団
軍
毅
等
款
云
、︵
中
略
︶

望
請
、
更
加
二
一
千
人
一
、
与
レ
本
并
八
千
人
、
分
結
二
八
番
一
。︵
中
略
︶
唯
不
二
更
置
一レ
団
、
周
加
二
諸
団
一
者
」
と
あ
る
。
陸
奥
国
で

は
こ
の
時
ま
で
に
磐
城
団
が
新
設
さ
れ︶

16
︵

七
団
八
〇
〇
〇
人
体
制
に
増
員
さ
れ
た
。な
お
、そ
の
後
は
七
団
体
制
で
定
着
し
た
こ
と
が
、﹃
三

代
格
﹄
巻
一
八
・
元
慶
年
間
︵
年
月
日
不
明
︶
官
符︶

17
︵

「
応
レ
給
二
七
団
軍
毅
主
帳
卅
五
人
粮
米
一
事
」、﹃
延
喜
式
﹄
主
税
式
上
「
陸
奥
国

七
団
軍
毅
、
主
帳
卅
五
人
粮
米
」
か
ら
わ
か
る
。

さ
て
、︻
表
︼
は
主
に
軍
団
名
や
軍
団
官
人
・
軍
団
兵
士
等
が
見
え
、
年
代
が
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
出
土
文

字
資
料
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
︵
個
々
の
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
発
掘
調
査
報
告
書
や
、
平
川
南
氏
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た

い︶
18
︵

︶。
軍
防
令
1
軍
団
大
毅
条
に
は
「
凡
軍
団
大
毅
、
領
二
一
千
人
一
。
少
毅
副
領
。
校
尉
二
百
人
。
旅
帥
一
百
人
。
隊
正
五
十
人
」
と
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【
表
】
陸
奥
・
出
羽
常
備
武
力
（
軍
団
兵
士
、
鎮
兵
、
健
士
、
健
児
）
関
連
　
出
土
文
字
資
料
一
覧
　
―
９
世
紀
中
心
―

Ⅰ
.陸

奥
国

N
o.

種
別

遺
跡

釈
文

（
部

分
）

法
量

・
形

式
時

期
出

典
1

木
簡（

第
6号

）
多

賀
城

跡
（

表
）白

河
団

進
上

射
□

□
□

□
〔

手
歴

名
事

カ
〕

　
□

守
十

八
…

火
長

神
人

味
人

…
222×（

38）×
2　

　
       061

8c末
～

9c前
葉

頃
②

－
1・

3、
⑩

2
木

簡（
第

13号
）

多
賀

城
跡

進
上

兵
士

子
及

　
進

兵
士

事
人

（
86）×

32×
4　

　
        019

8c末
～

9c前
葉

頃
②

－
1・

3

3
木

簡（
第

36号
）

多
賀

城
跡

…
□

□
〔

火
長

カ
〕

　
□

〔
門

カ
〕…

（
236＋

29）×
32×

9　
　 019

8c末
～

9c前
葉

頃
②

－
1・

3

4
木

簡（
第

37号
）

多
賀

城
跡

火
長

倉
椅

部
猪

麻
呂

一
口

請
173×（

24）×
5           

011
8c末

～
9c前

葉
頃

②
－

1・
3

5
木

簡（
第

362号
）

多
賀

城
跡

（
裏

）…
×

□
□

□
〔

長
大

毅
カ

〕□
…

139×
32×

12           
032

9c頃
②

－
2・

3

6
木

簡（
第

363号
）

多
賀

城
跡

（
表

）×
□

□
□

〔
八

日
三

カ
〕人

番
長

旅
×

…
（

裏
）…

下
旬

一
人

番
長

火
長

…
140×

35×
15           

032
9c頃

②
－

2・
3、

①
－

2

7
木

簡（
第

364号
）

多
賀

城
跡

×
一

人
番

長
火

長
物

部
荒［

　
　

］…
140×

35×
16           

032
9c頃

②
－

2・
3、

①
－

2

8
木

簡（
第

370号
）

多
賀

城
跡

（
表

）安
積

団
□

□
番

…
玉

前
剗

還
本

土
安

積
団

会
津

郡
番

…
540×

37×
5             

011
9c頃

②
－

2・
3、

①
－

2

9
木

簡（
第

373号
）

多
賀

城
跡

（
表

）丈
マ

廣
山

　
右

件
廣

×
　（

裏
）火

長
丈

マ
（

178）×（
24）×

6         
081

9c前
半

頃
②

－
2・

3、
①

－
5

10
木

簡
市

川
橋

遺
跡

（
表

）火
長

人
長

…
（

328）×
33×

9
019

8c後
葉

～
9c

①
－

8

11
木

簡
市

川
橋

遺
跡

（
表

）磐
城

団
解

　
申

進
上

兵
士

事
…

657×
32×

7            
011

8c後
葉

～
9c

①
－

8

12
木

簡
市

川
橋

遺
跡

伊
少

毅
一

石
149×

25×
5            

033
9c～

10c
①

－
8

13
木

簡
市

川
橋

遺
跡

（
表

）修
理

所
　

送
兵

士
　

馬
庭

□
事

…
火

長［
　

］…
 

（
357）×

69×
7          

019
8c後

期
～

10c前
期

頃
①

－
9

14
木

簡
市

川
橋

遺
跡

（
裏

）天
長

六
年

二
月

六
日

　
□

□
隊

長
□

部
□

人
（

127）×
22×

6          
039

829（
天

長
6）年

①
－

7

15
木

簡
胆

沢
城

跡
射

手
所

請
飯

壱
斗

五
升

　
右

内
神

侍
射

手
□

〔
巫

〕蜴
万

呂
□

□
□

〔
請

如
件

〕
310×

21×
2

011
9c末

～
10c前

半
①

－
4

N
o.

種
別

遺
跡

名
釈

文
（

部
分

）
時

期
出

典
16

漆
紙

文
書（

第
1号

）
多

賀
城

跡
…

宝
亀

十
一

年
九

月
廿

…
行

方
団

□
毅

上
毛

野
朝

…
宝

亀
11年（

780）
④

17
漆

紙
文

書（
第

1号
）

胆
沢

城
跡

…
蔵

国
一

百
人

…
野

国
二

百
人

…
統

領
物

部
連

荒
人

…
弘

仁
6年（

815）以
前

か
⑤

－
1、

①
－

3

18
漆

紙
文

書（
第

2号
）

胆
沢

城
跡

…
延

暦
廿

一
年

六
月

廿
九

日
書

生
宗

…
玉

造
団

擬
大

毅
志

太
…

延
暦

21年（
802）

⑤
－

1、
①

－
3

19
漆

紙
文

書（
第

18号
）

胆
沢

城
跡

…
申

依
病

不
堪

戍
所

射
手

等
事

…
番

上
 伴

部
広

根
健

士
…

 □
〔

主
〕帳

牡
鹿

□
〔

連
〕氏

縄
…

承
和

10年（
843）

⑤
－

2、
①

－
3

20
漆

紙
文

書（
第

43号
）

胆
沢

城
跡

…
部

国
益

年
卌

二
　

﹅
駒

椅
郷

廿
一

戸
主

丈
部

犬
麿

戸
口

…
9c（

802年
以

降
～

9c後
半

）
⑤

－
3、

①
－

3

21
漆

紙
文

書（
第

44号
）

胆
沢

城
跡

…
×

人
四

合
四

勺
　

雑
使

健
児

四
合

　
　

工
×

…
9c（

802年
以

降
～

9c後
半

）
⑤

－
3、

①
－

3

N
o.

種
別

遺
跡

釈
文

器
種

部
位

遺
構

時
期

出
典

22
墨

書
土

器
多

賀
城

跡
鎮

須
恵

器
・

坏
底

部
SK

530Ⅲ
層

8c末
～

9c前
半

ま
で

か
③
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23
墨

書
土

器
三

合
谷

地
遺

跡
（

兵
）

土
師

器
・

坏
体

部
正

位
遺

構
外

9c
⑥

24
ヘ

ラ
書

土
器（

刻
書

＊
）

大
六

天
遺

跡
少

毅
殿

千
之

須
恵

器
・

坏（
壺

＊
）

底
部

平
安

時
代

⑥（
⑦

＊
）

25
ヘ

ラ
書

瓦
東

山
田

遺
跡

火
長

瓦
（

遺
跡

は
古

墳
～

中
世

）
⑥

、
⑧

Ⅱ
.出

羽
国

N
o.

種
別

遺
跡

釈
文

（
部

分
）

法
量

・
形

式
時

期
出

典
1

木
簡（

第
16号

）
秋

田
城

跡
（

表
）火

長
他

田
マ

粮
万

呂
　

…
大

伴
マ

真
秋

山
…

505×
33×

7　
　

　
　

　
　

011
他

の
出

土
木

簡
に

延
暦

10年（
791）・

13年
（

794）等
の

紀
年

あ
り

。
8c末

～
9c前

葉
頃

か
。

⑨
－

2、
①

－
10

2
木

簡（
第

22号
）

秋
田

城
跡

上
総

国
部

領
解

　
申

宿
直

　
合

五
人

　
火

…
（

109）×
40×

4　
　

　
　

　
019

⑨
－

2、
①

－
10

3
木

簡（
第

25号
）

秋
田

城
跡

上
野

国
進

鎮
×

（
80）×（

21）×
3.5         019

⑨
－

2、
①

－
10

4
木

簡（
第

80号
）

秋
田

城
跡

…
﹅

火
長

己
足

　
神

人
倉

下
吉

　
□

人
伊

大
和

□
…

　
（

396）×
46×

3　
　

　
　

　
059

⑨
－

2、
①

－
10

5
木

簡（
第

103号
）

秋
田

城
跡

×
一

番
長

解
　

×
（

92）×（
12）×（

2）
  　

　
　

081
⑨

－
2、

①
－

10

6
木

簡（
第

104号
）

秋
田

城
跡

（
表

）…
申

進
上

御
門

宿
×

　（
裏

）…
火

長
刑

部
×

（
228）×

27×
5　

　
　

　 081
⑨

－
2、

①
－

10

7
木

簡（
第

105号
）

秋
田

城
跡

（
表

）×
直

事
　

合
三

人
　

火
長

□
田

□
□

□
　

×
（

208）×
20×

3 　
　

　
　 081

⑨
－

2、
①

－
10

8
木

簡（
第

106号
）

秋
田

城
跡

（
表

）火
長

矢
田

マ
宅

磨
　

他
田

マ
□

〔
稲

カ
〕

（
177）×

27×
5　

　
　

　 081
⑨

－
2、

①
－

10

9
木

簡（
第

107号
）

秋
田

城
跡

（
表

）×
□

宿
直

事
　

合
十

人
×

（
130）×（

12）×
4　

　
　

 
081

⑨
－

2

10
木

簡（
第

152号
）

秋
田

城
跡

（
表

）×
十

二
月

十
日

隊
長

　
吉

弥
侯

マ
　

×
（

180）×（
12）×

4        
081

⑨
－

2

11
木

簡（
第

177号
）

秋
田

城
跡

…
□

□
火

長
解

…
（

103）×（
48）×

3.5　
    081

⑨
－

2

12
木

簡（
第

185号
）

秋
田

城
跡

三
番

財
部

□
君

万
呂

　
四

番
□

部
馬

弓
　

×
（

175）×（
39）×

2.5  　
　 019

⑨
－

2、
①

－
10

13
木

簡（
第

198号
）

秋
田

城
跡

一
□

〔
曲

カ
〕火

長
091

⑨
－

2

14
木

簡
払

田
柵

跡
（

表
）飽

海
郡

隊
長

解
　

申
請

□
…

　（
裏

）六
月

十
二

日
少

隊
長

春
日

□
継

　
294×

29×
7             

011
8c末

①
－

1、
⑩

15
木

簡
払

田
柵

跡
（

表
）　

］
十

火
　

大
粮

二
石

八
斗

八
升

　
（

153）×
23×

5　
　

　
　

 
019

8c末
①

－
1

16
木

簡
払

田
柵

跡
（

表
）□

隊［
　

　
　

］□
之

□
□

□
〔

日
粮

伏
カ

〕
　

（
裏

）□
〔

連
カ

〕公
隊

十
人

…
（

256）×（
106）×

27     081
8c末

①
－

2

17
木

簡
払

田
柵

跡
□

〔
毅

カ
〕勲

十
等

□
□

□
〔

下
毛

野
カ

〕
（

144）×（
15）×

7
081

9c初
頭

頃
①

－
6

N
o.

種
別

遺
跡

釈
文

器
種

部
位

遺
構

時
期

出
典

18
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
軍

毅
所

赤
褐

色
土

器
・

坏
底

部
SX

582床
面

9c後
半

以
降

⑨
－

1

19
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
鎮

赤
褐

色
土

器
・

蓋
外

面
黄

褐
色

砂
上

層
9c後

半
以

降
⑨

－
1

20
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
二

隊
須

恵
器

・
台

付
坏

底
部

SK
905堀

り
方

9c前
期

⑨
－

3

21
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
［

鎮
カ

］他
一

字
須

恵
器

・
坏

底
部

SI1018埋
土

9c前
期

⑨
－

3
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22
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
鎮

赤
褐

色
土

器
・

坏
体

部
黄

褐
色

砂
層

9c
⑨

－
3

23
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
鎮

所
赤

褐
色

土
器

・
台

付
坏

底
部

第
3層

9c
⑨

－
3

24
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
火

須
恵

器
・

坏
底

部
SB

1001柱
掘

り
方

埋
土

9c中
期

⑨
－

3

25
墨

書
土

器
秋

田
城

跡
軍

毅
所

赤
褐

色
土

器
・

坏
底

部
SI1228埋

土
9c後

期
⑨

－
3

［
備

考
］

・
主

に
9世

紀
に

該
当

す
る

と
考

え
ら

れ
る

も
の

を
中

心
に

整
理

し
た

。
8世

紀
前

葉
・

中
葉

に
該

当
す

る
と

考
え

ら
れ

る
も

の
は

、
今

回
の

作
表

で
は

除
い

た
。

・「
時

期
」

に
つ

い
て

は
、

表
中

に
例

え
ば

「
後

葉
」「

後
期

」
等

の
表

現
が

混
在

す
る

が
、

で
き

る
だ

け
「

出
典

」（
報

告
書

等
）

に
依

拠
す

る
こ

と
と

し
、

あ
え

て
統

一
す

る
（

表
現

を
改

変
す

る
）

こ
と

は
控

え
た

。
・

他
に

も
、

例
え

ば
兵

士
の

名
前

や
公

粮
の

支
給

等
に

関
連

す
る

と
考

え
得

る
も

の
が

存
在

す
る

が
、

出
土

文
字

資
料

の
釈

文
中

に
で

き
る

だ
け

直
接

的
な

表
記

が
見

え
る

も
の

を
抽

出
し

た
。

・
遺

跡
の

所
在

地
は

、
多

賀
城

跡
と

市
川

橋
遺

跡
が

宮
城

県
多

賀
城

市
、

胆
沢

城
跡

が
岩

手
県

水
沢

市
、

三
合

谷
地

遺
跡

が
福

島
県

岩
瀬

郡
、

大
六

天
遺

跡
が

福
島

県
南

相
馬

市
、

東
山

田
遺

跡
が

福
島

県
郡

山
市

、
秋

田
城

跡
が

秋
田

県
秋

田
市

、
払

田
柵

跡
が

秋
田

県
仙

北
郡

（
地

名
は

全
て

発
掘

調
査

当
時

）
で

あ
る

。
詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

記
出

典
を

参
照

さ
れ

た
い

。

［
出

典
］

①
－

1『
木

簡
研

究
』

1号
（

1979年
）、

①
－

2『
同

』
7号

（
1985年

）、
①

－
3『

同
』

9号
（

1987年
）、

①
－

4『
同

』
12号

（
1990年

）、
①

－
5『

同
』

14号
（

1992年
）、

①
－

6『
同

』
19号

（
1997

年
）、

①
－

7『
同

』
22号

（
2000年

）、
①

－
8『

同
』

23号
（

2001年
）、

①
－

9『
同

』
27号

（
2005年

）、
①

－
10『

同
』

29号
（

2007年
）〈

奈
良

文
化

財
研

究
所

〉
②

－
1『

宮
城

県
多

賀
城

跡
調

査
研

究
所

資
料

Ⅱ
　

多
賀

城
跡

木
簡

Ⅰ
』（

2011年
）、

②
－

2『
宮

城
県

多
賀

城
跡

調
査

研
究

所
資

料
Ⅲ

　
多

賀
城

跡
木

簡
Ⅱ

』（
2013年

）、
②

－
3『

宮
城

県
多

賀
城

跡
調

査
研

究
所

資
料

Ⅳ
　

多
賀

城
跡

木
簡

Ⅲ
』（

2014年
）〈

宮
城

県
多

賀
城

跡
調

査
研

究
所

〉
③

『
宮

城
県

多
賀

城
跡

調
査

研
究

所
年

報
1973　

多
賀

城
跡

　
―

昭
和

48年
度

発
掘

調
査

概
報

―
』（

1974年
）〈

宮
城

県
教

育
委

員
会

・
宮

城
県

多
賀

城
調

査
研

究
所

〉
④

『
宮

城
県

多
賀

城
跡

調
査

研
究

所
資

料
Ⅰ

　
多

賀
城

漆
紙

文
書

』（
1979年

）〈
宮

城
県

多
賀

城
跡

調
査

研
究

所
〉

⑤
－

1『
胆

沢
城

跡
―

昭
和

56年
度

発
掘

調
査

概
報

―
』（

1982年
）、

⑤
－

2 『
胆

沢
城

跡
―

昭
和

58年
度

発
掘

調
査

概
報

―
』（

1984年
）、

⑤
－

3 『
胆

沢
城

跡
―

昭
和

59年
度

発
掘

調
査

概
報

―
』（

1985
年

）〈
岩

手
県

水
沢

市
教

育
委

員
会

）
⑥

『
原

町
市

史
　

第
四

巻
　

資
料

編
Ⅱ

　
古

代
　

出
土

文
字

資
料

』（
2003年

）〈
原

町
史

教
育

委
員

会
文

化
財

課
市

史
編

纂
室

）
⑦

『
鹿

島
町

史
　

第
三

巻
　

資
料

編
2　

原
始

・
古

代
・

中
世

』（
1999年

）〈
鹿

島
町

史
編

纂
委

員
会

）
⑧

『
東

山
田

遺
跡

―
第

1次
調

査
報

告
―

』（
1996年

）〈
財

団
法

人
郡

山
市

埋
蔵

文
化

財
発

掘
調

査
事

業
団

〉
⑨

－
1『

秋
田

城
跡

調
査

事
務

所
研

究
紀

要
Ⅰ

　
秋

田
城

出
土

文
字

資
料

集
』（

1984年
）、

⑨
－

2『
秋

田
城

跡
調

査
事

務
所

研
究

紀
要

Ⅱ
　

秋
田

城
出

土
文

字
資

料
集

Ⅱ
』（

1992年
）、

⑨
－

3『
秋

田
城

跡
調

査
事

務
所

研
究

紀
要

Ⅲ
　

秋
田

城
出

土
文

字
資

料
集

Ⅲ
』（

2000年
）〈

秋
田

市
教

育
委

員
会

・
秋

田
城

跡
調

査
事

務
所

〉
⑩

 木
簡

学
会

編
『

日
本

古
代

木
簡

選
』（

岩
波

書
店

、
1990年

）
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規
定
さ
れ
る
が
、
実
際
の
出
土
文
字
資
料
に
は
別
の
呼
称
や
令
規
定
に
は
出
て
こ
な
い
長
の
名
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
期
が
異
な

る
こ
と
か
ら
今
回
の
作
表
で
は
除
外
し
た
が
、
例
え
ば
、
宮
城
県
田
尻
町
木
戸
瓦
窯
跡
か
ら
は
「
□
郡
仲
村
郷
他
辺
里
長　

二
百
長
丈

部
呰
人
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
た
多
賀
城
創
建
期
の
文
字
瓦
が
出
土
し
て
お
り︶

19
︵

、
ま
た
秋
田
城
跡
か
ら
は
「
百
長
」
と
記
さ
れ
た
八
世
紀

中
頃
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る︶

20
︵

。「
二
百
長
」
は
「
校
尉
」、「
百
長
」
は
「
旅
帥
」、「
隊
長
」
は
「
隊
正
︵
五
十
長
︶」
と
考
え
ら

れ
る
︵
但
し
「
少
隊
長
」
は
不
明
︶。

︻
表
︼
に
は
他
に
も
、「
番
長
」
や
「
火
長
」
が
見
え
る
。「
番
長
」
は
、
下
に
軍
団
官
人
の
名
が
連
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
兵
士
の
分
番
勤
務
に
応
じ
た
番
別
の
責
任
者
と
考
え
ら
れ
る
。「
火
長
」
は
先
の
軍
防
令
1
軍
団
大
毅
条
に
は
見
え
な

い
が
、
軍
防
令
5
兵
士
為
火
条
「
凡
兵
士
、
十
人
為
二
一
火
一
」
か
ら
一
〇
人
を
統
率
す
る
長
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
軍
防
令
2
隊
伍
条
「
凡
兵
士
、
各
為
二
隊
伍
一
」
の
義
解
に
「
謂
、
五
十
人
為
レ
隊
也
。
五
人
為
レ
伍
也
」
と
あ
り
、
同
3
兵

士
簡
点
条
に
「
同
戸
之
内
、
毎
二
三
丁
一
取
二
一
丁
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
末
端
の
単
位
は
「
伍
」︵
五
人
︶
な
の
か
「
火
」︵
一
〇
人
︶

な
の
か
、
一
戸
一
兵
士
説
と
も
密
接
に
絡
ん
で
、
軍
団
兵
士
制
研
究
・
編
戸
制
研
究
で
は
か
つ
て
大
き
な
議
論
と
な
っ
た︶

21
︵

。
一
隊
︵
五
〇

人
︶
は
「
一
〇
伍
」︵
五
人
×
一
〇
︶
な
の
か
「
五
火
」︵
一
〇
人
×
五
︶
な
の
か
、
行
政
組
織
で
あ
る
「
戸
︵
一
戸
︶
―
保
︵
五
保
︶

―
里
︵
五
〇
人
、「
里
長
」
＝
五
〇
戸
長
が
統
治
︶」
が
、軍
事
組
織
で
あ
る
「
兵
士
︵
一
人
︶
―
伍
︵
五
人
︶
―
隊
︵
五
〇
人
、「
隊
正
」

＝
五
〇
長
が
統
率
︶
と
対
応
す
る
形
で
編
戸
制
が
な
さ
れ
た
と
す
る
一
戸
一
兵
士
説
は
、
多
く
の
批
判
が
出
さ
れ
な
が
ら
も
現
在
で
も

一
般
的
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
説
で
あ
る
。
早
く
に
高
橋
崇
氏
が
「
五
火
」
を
と
り
一
戸
一
兵
士
説
を
批
判
さ
れ︶

22
︵

、
永
利
洋
介
氏
が

議
論
を
整
理
し
一
戸
一
兵
士
説
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
︵
永
利
氏
は
史
料
と
し
て
既
に
木
簡
二
例
︹︻
表
︼
Ⅰ
No.
1
と
Ⅱ
No. 

15
︺
も
あ

げ
て
い
る︶

23
︵

︶、
や
は
り
一
戸
一
兵
士
説
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
本
題
か
ら
は
や
や
逸
れ
る
が
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

︻
表
︼
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、少
な
く
と
も
今
回
確
認
し
た
出
土
文
字
資
料
に
は
、「
火
」
や
「
火
長
」
は
頻
出
す
る
が
「
伍
」
や
「
伍
長
」
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は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
、「
火
」
や
「
火
長
」
は
出
土
文
字
資
料
の
種
別
や
地
域
︵
陸
奥
・
出
羽
等
︶
を
問
わ
ず
出
土
し
て
い
る
。

但
し
、︻
表
︼
は
九
世
紀
を
中
心
に
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
出
羽
国
の
例
で
あ
る
が
九
世
紀
の
文
献
史
料
で
あ
る
後
掲
㋓
に
も
「
火

長
」
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
の
律
令
制
成
立
期
は
「
伍
」「
伍
長
」
が
末
端
の
単
位
で
あ
っ
た
が
、
九
世
紀
頃
の
変
質

過
程
で
「
火
」「
火
長
」
が
出
現
し
た
と
の
解
釈
や
、︻
表
︼
は
陸
奥
・
出
羽
の
特
殊
性
で
は
な
い
か
と
の
解
釈
も
成
り
立
ち
得
る
わ
け

で
、
注
意
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
陸
奥
・
出
羽
は
停
廃
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
軍
団
兵
士
制
が
存
続
し
た
地
域
で
あ
り
、
八
世
紀
代
か
ら
軍
団
兵
士
制

の
末
端
の
単
位
は
「
火
」
で
、「
火
長
」
が
い
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
山
王
遺
跡
第
一
〇
次
調
査
︵
宮
城
県
多
賀
城
市
・
八
幡
地
区
︶

で
奈
良
時
代
の
溝
Ｓ
Ｄ
一
八
〇
か
ら
、
表
に
「
火
長
已
上
□
十
人
」、
裏
に
「
軍
毅

　

主
帳
一
」
の
文
字
の
あ
る
、
何
ら
か
の
帳

簿
整
理
に
関
わ
る
と
推
定
さ
れ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
同
じ
溝
か
ら
出
土
し
た
二
点
の
漆
紙
文
書
に
は
、天
平
一
〇
年
︵
七
三
八
︶

か
ら
天
平
勝
宝
元
年
︵
七
四
九
︶
ま
で
の
一
二
年
間
に
限
定
さ
れ
る
、
百
済
王
敬
福
と
考
え
ら
れ
る
記
載
の
あ
る
紙
背
文
書
や
、
天
平

宝
字
七
年
︵
七
六
三
︶
の
具
注
暦
も
出
土
し
て
お
り︶

24
︵

、
奈
良
時
代
中
葉
の
も
の
と
し
て
間
違
い
は
な
い
。
軍
防
令
の
諸
規
定
や︶

25
︵

、
軍
団

兵
士
制
が
持
つ
全
国
画
一
的
な
特
徴
か
ら
も
、︻
表
︼
に
見
え
る
「
火
」
や
「
火
長
」
が
陸
奥
・
出
羽
に
限
る
特
殊
性
と
考
え
る
必
要

は
な
い
。
事
実
、
平
城
宮
跡
か
ら
は
「
火
長
」
と
書
か
れ
た
木
簡
が
複
数
出
土
し
て
お
り
、
一
例
を
示
す
と
「

付
火
長
大
日
部
勝
麻

呂
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
土
壙
か
ら
出
土
し
て
い
る︶

26
︵

。
こ
の
土
壙
か
ら
は
年
号
記
載
の
あ
る
木
簡
六
三
点
が
出
土
し
て
お

り
、
全
て
養
老
二
年
︵
七
一
八
︶
か
ら
天
平
十
九
年
︵
七
四
七
︶
に
収
ま
る
。
本
木
簡
は
、
兵
衛
の
「
火
長
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
奈
良
時
代
前
半
で
も
「
火
」
が
軍
事
組
織
に
お
け
る
末
端
の
単
位
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
場
合
・
状

況
に
よ
っ
て
は
五
人
一
組
の
班
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
有
り
得
る
わ
け
で
「
伍
」
が
組
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に

は
兵
士
の
末
端
の
編
成
・
行
動
単
位
は
、
律
令
制
当
初
か
ら
「
火
」
＝
一
〇
人
一
組
が
基
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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加
え
て
、
兵
士
の
徴
発
に
関
し
て
は
、
Ⅰ
No. 

20
の
漆
紙
文
書
も
看
過
で
き
な
い
。
平
川
氏
は
、
五
〇
戸
＝
一
郷
の
戸
主
そ
れ
ぞ
れ
に

一
か
ら
五
〇
ま
で
の
「
戸
番
」
が
付
せ
ら
れ
、「
戸
番
」
に
基
づ
き
各
郷
か
ら
一
番
代
、
一
〇
番
代
、
二
〇
番
代
…
…
と
い
う
よ
う
に
、

平
均
し
て
兵
士
が
抽
出
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る︶

27
︵

。
軍
団
兵
士
等
が
実
際
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
組
織
・
編
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、

文
献
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た
情
報
が
出
土
文
字
資
料
か
ら
現
れ
つ
つ
あ
る
。

さ
て
︻
表
︼
に
目
を
戻
す
と
、「
白
河
団
」、「
安
積
団
」、「
磐
城
団
」、「
行
方
団
」、「
玉
造
団
」
等
、
実
際
の
軍
団
名
が
確
認
で
き

る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
平
川
氏
は
、
陸
奥
国
は
阿
武
隈
川
以
南
と
以
北
で
は
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
南
部
の
旧
石
城
・
石
背
両
国
︵
阿
武
隈
川
以
南
︶
の
兵
士
︵
行
方
団
・
磐
城
団
・
安
積
団
・
白
河
団
︶
は
多
賀
城
︵
宮
城
県
︶

へ
、
阿
武
隈
川
以
北
の
宮
城
県
南
お
よ
び
県
北
の
兵
士
︵
玉
造
団
・
名
取
団
・
小
田
団
︶
は
胆
沢
城
︵
岩
手
県
︶
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
赴
い

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る︶

28
︵

。

ま
た
、「
健
士
」
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
史
資
料
が
あ
る
。

　

㋐﹃
続
後
紀
﹄
承
和
十
年
︵
八
四
三
︶
四
月
丁
丑
︵
十
九
日
︶
条

︵
前
略
︶陸
奥
鎮
守
将
軍
従
五
位
下
御
春
朝
臣
浜
主
言
、
健
士
元
勲
位
人
也
。
既
脱
二
調
庸
一
、
亦
無
二
課
役
一
。
承
前
之
例
、
撰
二

其
武
芸
一
、
特
号
二
健
士
一
。
給
レ
粮
免
レ
租
、
結
レ
番
直
戍
。
而
勲
位
悉
尽
、
無
二
人
充
行
一
。
仍
任
二
格
旨
一
、
差
二
行
白
丁
一
。

全
給
二
公
粮
一
、
兼
免
二
調
庸
一
、
人
同
役
異
也
。
請
射
下
健
士
、
准
二
兵
士
下
兵
一
、
同
令
レ
役
レ
修
二
理
城
隍
一
。
許
レ
之
。

　

㋑
胆
沢
城
跡
第
一
八
号
漆
紙
文
書
︵︻
表
︼
Ⅰ
No. 

19
︶

　
　

　
　

申
依
病
不
堪
戍
所
射
手
等
事

弐
人

　
　
　

番
上
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伴
部
広
根
健
士

　
　
　
　
　
　

右
人
自
今
月
廿
五
日
沈
臥
疫
病
也

　
　
　
　

宗
何
部
刀
良
麿
健
士

　
　
　
　
　
　

右
人
自
今
月
廿
六
日
沈
臥
疫
病
也

射
手
等
沈
臥
疫
病
不
堪
為
戍
　
　

□
︹
主
︺帳
牡
鹿
□
︹
連
︺氏
縄
使
申
上
以
解　

　
　
　
　
　
　

承
和
十
年
二
月
廿
六
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
□
×

㋐
の
史
料
か
ら
、
九
世
紀
中
葉
に
は
陸
奥
国
で
も
帯
勲
者
︵
勲
位
人
︶
の
減
少
が
見
ら
れ
、
白
丁
へ
の
切
り
替
え
も
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
白
丁
へ
の
転
換
を
直
ち
に
健
士
の
質
の
低
下
・
崩
壊
等
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

㋑
は
㋐
と
同
じ
承
和
十
年
︵
八
四
三
︶
の
年
紀
が
入
る
漆
紙
文
書
だ
が
、
健
士
や
軍
団
官
人
で
あ
る
「
□
︹
主
︺帳
」
が
見
え
る
。「
牡
鹿

□
︹
連
︺」
か
ら
、
そ
の
所
属
す
る
軍
団
は
小
田
団
と
考
え
ら
れ
︵
現
在
の
宮
城
県
北
部
に
位
置
し
、
長
岡
・
新
田
・
小
田
・
遠
田
・
登
米
・

桃
生
・
気
仙
・
牡
鹿
郡
が
属
す
︶、
上
番
す
る
健
士
の
う
ち
二
名
が
疫
病
の
た
め
参
向
で
き
な
い
旨
を
、
主
帳
「
牡
鹿
□
︹
連
︺氏
縄
」
が
使

者
と
し
て
小
田
団
か
ら
胆
沢
城
に
申
上
し
た
解
文
と
さ
れ
て
い
る︶

29
︵

。
㋑
か
ら
は
、
健
士
が
実
際
に
胆
沢
城
の
防
衛
に
配
属
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
上
、㋐
の
「
武
芸
」「
射
下
」
等
か
ら
、出
身
階
層
が
白
丁
で
あ
っ
て
も
健
士
に
依
然
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
射
」

の
技
能
、
即
ち
「
武
芸
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
「
射
手
」
に
つ
い
て
は
、︻
表
︼
Ⅰ
No. 

1 

・ 15
に
も
見
え
る
。
No. 

1
は
白
河
団
か
ら
多
賀
城
に
上
番
し
た
射
手
四
四
人
に
つ
い
て

多
賀
城
管
轄
内
の
配
備
先
を
記
し
た
も
の︶

30
︵

、No. 

15
は
地
方
官
衙
に
お
け
る「
射
手
所
」︵
射
手
を
統
括
す
る
組
織
︶の
初
見
史
料
と
な
る
が
、
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射
手
所
が
内
神
︵
戌
亥
隅
神
を
祀
る
簡
素
な
神
殿
か
︶
に
侍
す
る
射
手
の
公
粮
を
胆
沢
城
内
の
厨
宛
て
に
請
求
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る︶

31
︵

。
八
世
紀
以
来
、
軍
団
兵
士
制
に
お
い
て
は
、
一
般
公
民
は
兵
士
と
し
て
徴
発
さ
れ
て
、
国
内
上
番
時
の
武
芸
教
習
・
軍
事
訓

練
に
よ
っ
て
「
武
芸
」
を
身
に
つ
け
た
。
九
世
紀
に
な
る
と
右
の
「
健
士
」
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
兵
士
以
外
の
白
丁
に
も
初
め
か
ら

「
武
芸
」
を
担
わ
せ
得
る
人
材
が
地
方
に
も
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
、
む
し
ろ
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
︵
後
述
︶。

従
来
は
改
編
さ
れ
た
後
の
右
の
軍
制
を
「
健
士
制
」「
兵
士
・
健
士
制
」
と
呼
び
、
健
士
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

磐
城
団
が
増
え
七
団
八
〇
〇
〇
人
体
制
に
な
っ
た
こ
と
は
、
陸
奥
国
に
お
け
る
軍
団
の
増
強
と
も
言
え
る
。
差
点
対
象
は
拡
大
さ
れ
な

が
ら
も
、九
世
紀
の
陸
奥
国
で
は
基
本
的
に
は
軍
団
を
軸
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
︻
表
︼
の
出
土
文
字
資
料
か
ら
も
確
認
で
き
、

陸
奥
国
の
常
備
武
力
は
健
士
・
健
児
等
で
補
強
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
八
世
紀
の
軍
団
兵
士
制
を
基
盤
と
し
て
改
編
さ
れ
た
姿
で
あ

る
。
よ
っ
て
、「
健
士
制
」「
兵
士
・
健
士
制
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
右
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
軍
団
の
存
続
や
そ
の
連
続
性
を
重
視
し
て

「
軍
団
兵
士
・
健
士
制
」
と
呼
称
し
た
い
。

二　

健
児
制

延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶、
陸
奥
・
出
羽
は
辺
要
の
た
め
、
諸
国
の
よ
う
に
軍
団
兵
士
制
か
ら
健
児
制
に
移
行
せ
ず
、
軍
団
兵
士
制

が
存
続
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
し
か
し
史
料
か
ら
は
、
九
世
紀
に
は
陸
奥
国
で
も
、
軍
団
兵
士
・
健
士
制
に
加
え
健
児
も
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

﹃
延
喜
式
﹄
兵
部
省
式
に
は
、
諸
国
の
健
児
数
一
覧
の
中
に
、「
陸
奥
国
三
百
廿
四
人　

出
羽
国
一
百
人
」
と
見
え
る
。
な
お
健
児
に

つ
い
て
は
、
次
の
漆
紙
文
書
も
出
土
し
て
い
る
。

　

㋒
胆
沢
城
跡
第
四
四
号
漆
紙
文
書
︵︻
表
︼
Ⅰ
No. 

21
︶
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×
人
　
　
　

×

　
　

×
□
口
十
人

四
升　
　

□
□
×

×
□
︹
毅
カ
︺隻
口
十
□
人

□
︹
六
カ
︺升
九
合
五
勺　
　

□
×　

□
×

　

×
□
弓
□
□
四
合
四
勺
真
□
四
合
四
夕マ
マ　

召
殿
門
×

　

×
人
四
合
四
勺　

雑
使
健
児
四
合　
　
　

工
×

　

×
□
四
合　
　
　

炊
三
合　

□
︹
土
カ
︺居
□
×　

陸
奥
・
出
羽
両
国
の
鎮
兵
の
公
粮
は
一
日
人
別
一
升
六
合
、
兵
士
は
人
別
八
合
だ
が
︵
後
掲
㋔
︶、
本
文
書
で
は
人
別
四
合
と
少
な
く
、

間
食
料
支
給
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る︶

32
︵

。「
×
□
︹
毅
カ
︺」
は
軍
毅
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
「
召
殿
門
」「
□
︹
土
カ
︺居
」
は
守
備
す

る
場
所
と
思
わ
れ
る
。
胆
沢
城
下
の
要
所
で
、
健
児
も
守
衛
・
警
衛
の
任
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

で
は
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
で
健
児
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
の
は
い
つ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
健
児
制
に
関
す
る
先
行
研
究
で
も
、
陸
奥
・

出
羽
の
健
児
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
な
い
。
関
連
史
資
料
が
陸
奥
・
出
羽
で
共
通
す
る
こ
と
も
あ
り
、
次
章
で
出
羽
国
と
合

わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
章　

 

出
羽
国
の
常
備
武
力
―
軍
団
兵
士
制
、
鎮
兵
制
、
健
児
制

一　

軍
団
兵
士
制
、
鎮
兵
制

軍
団
兵
士
制
は
、
出
羽
国
で
は
一
団
︵
出
羽
団
︶
一
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
九
世
紀
の
史
料
で
は
、﹃
三
代
格
﹄
巻
一
五
・
弘
仁
五

年︵
八
一
四
︶正
月
十
五
日
官
符
に「
出
羽
国
司
解
偁
、件
軍
毅
等
常
直
二
軍
団
一
不
レ
顧
二
私
業
一
。
量
二
其
勤
労
一
実
須
二
優
恤
一
」と
あ
り
、
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そ
の
た
め
陸
奥
国
の
軍
毅
に
准
じ
て
出
羽
国
の
軍
毅
等
に
も
職
田
が
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鎮
兵
に
関
し
て
は
、﹃
後
紀
﹄
延
暦
二
十
四
年
︵
八
〇
五
︶
二
月
乙
巳
︵
五
日
︶
条
か
ら
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
と
も
相
模
国
か
ら
帯

勲
者
や
白
丁
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
上
述
し
た
。
ま
た
物
資
面
で
も
、﹃
紀
略
﹄
延
暦
二
十
一
年
︵
八
〇
二
︶
正
月
庚
午
︵
十
三
日
︶

条
に
「
越
後
国
米
一
万
六
百
斛
、
佐
渡
国
塩
一
百
廿
斛
、
毎
レ
年
運
二
送
出
羽
国
雄
勝
城
一
、
為
二
鎮
兵
粮
一
」
と
、
近
隣
の
国
か
ら
の
輸

送
が
見
え
る
。

し
か
し
時
代
が
下
る
と
、﹃
三
実
﹄元
慶
三
年︵
八
七
九
︶三
月
二
日
条
に「
凡
当
国
可
レ
有
二
兵
士
鎮
兵
千
六
百
五
十
人
一
。
而
承
前
国
司
、

无
レ
置
二
一
人
一
。
今
計
二
諸
国
見
留
之
兵
一
、
未
レ
及
二
当
土
例
兵
之
数
一
」
と
見
え
、
後
掲
㋔
に
も
同
様
に
「
兵
士
鎮
兵
无
レ
置
二
一
人
一
」

と
見
え
る
。「
无
レ
置
二
一
人
一
」
に
は
誇
張
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
表
現
が
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
あ
な
が
ち
虚
偽
と
も
見
な
し

難
く
、
元
慶
の
乱
が
勃
発
す
る
元
慶
二
年
︵
八
七
八
︶
頃
に
は
、
出
羽
国
の
軍
団
兵
士
制
と
鎮
兵
制
が
衰
微
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
慶
の
乱
の
終
息
に
伴
い
、
次
の
様
な
軍
制
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

㋓﹃
三
実
﹄
元
慶
三
年
︵
八
七
九
︶
六
月
二
十
六
日
条︶

33
︵

正
五
位
下
守
右
中
弁
兼
行
出
羽
権
守
藤
原
朝
臣
保
則
飛
驛
奏
言
、
謹
奉
二
去
三
月
五
日
勅
符
旨
一
、
諸
国
軍
士
解
レ
陣
放
却
、
并

留
二
中
国
甲
冑
一
、及
置
二
当
国
例
兵
一
。︵
中
略
︶
配
二
置
当
国
一
例
兵
一
千
六
百
五
十
七
人
、大
毅
一
人
、小マ
マ

毅
三
人
、主
帳
三
人
、

校
尉
廿
人
、
旅
師マ

マ

卌
人
、
火
長
六
十
人
、
列
士
八マ

マ

十
人
、
鎮
兵
六
百
五
十
人
。
秋
田
城
城
司
正
六
位
上
行
左
衛
門
少
尉
兼
権
掾

清
原
真
人
令
望
、
右
近
衛
将
曹
従
七
位
下
兼
行
権
大
目
茨
田
連
貞
額
、
正
六
位
上
行
権
大
目
春
海
連
奥
雄
、
校
尉
七
人
、
旅
師マ
マ

十
六
人
、
火
長
廿
四
人
、
列
士
三
百
三
人
、
鎮
兵
四
百
五
十
人
。
加
二
兵
士
三
百
五
十
人
一
。
雄
勝
城
城
司
従
五
位
下
行
権
掾

文
室
真
人
有
房
、
正
七
位
上
行
権
掾
藤
原
朝
臣
有
式
、
正
六
位
上
行
権
大
目
他
戸
首
千
与
本
、
従
六
位
下
行
少
目
豊
岡
宿
祢
継

雄
、
校
尉
六
人
、
旅
師マ
マ

八
人
、
火
長
十
六
人
、
列
士
二
百
廿
人
、
鎮
兵
二
百
人
。
加
二
兵
士
二
百
五
十
人
一
。
出
羽
国マ

マ団
司
従
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五
位
下
行
権
介
藤
原
朝
臣
統
行
、
正
六
位
上
行
権
掾
小
野
朝
臣
春
泉
、
大
毅
一
人
、
小マ
マ

毅
三
人
、
主
帳
三
人
、
校
尉
七
人
、
旅

師マ
マ

十
六
人
、
火
長
廿
人
、
列
士
三
百
五
十
七
人
。
兵
士
四
百
人
。
臣
保
則
等
、
行
事
相
違
、
兵
威
未
レ
振
。
適
降
二
恩
詔
一
、
蹔

緩
二
征
討
一
。︵
後
略
︶

　

㋔﹃
三
実
﹄
元
慶
五
年
︵
八
八
一
︶
三
月
二
十
六
日
条︶

34
︵

先
レ
是
、
出
羽
国
司
言
、
太
政
官
去
年
六
月
十
六
日
下
レ
国
符
偁
、
彼
国
解
偁
、
兵
士
鎮
兵
惣
一
千
六
百
五
十
人
。
鎮
兵
六
百
五
十

人
、毎
レ
人
充
二
日
粮
一
升
六
合
一
。
或マ
マ

二
城
兵
士
一
千
人
、毎
レ
人
充
二
日
粮
八
合
一
、分
結
二
六
番
一
、直
二
於
国
府
一
。
而
承
前
国
吏
、

以
二
健
児
一
為
レ
戍
、
兵
士
鎮
兵
无
レ
置
二
一
人
一
。
仍
令
下
二
諸
郡
一
進
中
勇
敢
者
上
。
但
鎮
兵
者
、
旧
有
二
長
上
之
料
一
、
无
レ
煩
二
調

練
一
。
兵
士
者
只
給
二
番
上
之
料
一
、
有
レ
好マ
マ

二
教
習
一
。
由
レ
是
兵
士
千
人
給
二
長
上
之
粮
一
、
配
二
戍
一
府
二
城
一
、
以
備
二
非
常
一
。

請
三
个
年
将
レ
蒙
二
許
聴
一
。
勅
聴
二
二
个
年
一
。
而
今
年
十
二
月
満
レ
限
、
始
レ
自
二
明
年
一
復
レ 

旧
。
望
請
、
重
被
レ
許
二
二
个
年
一
。

勅
聴
二
一
年
一
。

㋓
の
「
列
士
八
十
人
」
に
つ
い
て
は
、
上
に
「
八
百
」
の
二
字
を
脱
し
て
い
る
こ
と
が
板
橋
源
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
以
降︶

35
︵

、
広
く

認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
な
か
で
も
「
例
兵
」「
列
士
」
の
解
釈
が
分
か
れ
て
き
た
が
、
鈴
木
拓
也
氏
の
理

解
が
最
も
整
合
的
で
あ
ろ
う︶

36
︵

。
大
毅
・
少
︵
小
︶
毅
・
主
帳
は
軍
団
官
人
で
、
校
尉
・
旅
帥
︵
師
︶・
火
長
は
軍
団
兵
士
の
幹
部
で
あ
る
。

校
尉
か
ら
列
士
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
を
足
す
と
、
校
尉
二
〇
人
・
旅
帥
四
〇
人
・
火
長
六
〇
人
・
列
士
八
八
〇
人
と
な
り
、
そ
の
合
計
は
丁

度
一
〇
〇
〇
人
と
な
る
。
ま
た
、
秋
田
城
・
雄
勝
城
・
出
羽
団
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
尉
・
旅
帥
・
火
長
・
列
士
ま
で
を
合
計
す

る
と
、
そ
の
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
兵
士
」
の
数
に
も
一
致
す
る
︵
秋
田
城
七
＋
一
六
＋
二
四
＋
三
〇
三
＝
三
五
〇
、
雄
勝
城
六
＋
八

＋
一
六
＋
二
二
〇
＝
二
五
〇
、
出
羽
団
七
＋
一
六
＋
二
〇
＋
三
五
七
＝
四
〇
〇
︶。
即
ち
「
列
士
」
と
は
、
幹
部
を
除
い
た
軍
団
兵
士

を
さ
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
元
慶
三
年
︵
八
七
九
︶
三
月
二
日
条
の
「
例
兵
」︵
兵
士
と
鎮
兵
︶
と
㋓
の
「
例
兵
」︵
列
士
と
鎮
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兵
︶
の
解
釈
に
つ
い
て
も
矛
盾
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
鈴
木
氏
は
、
㋔
か
ら
鎮
兵
が
秋
田
・
雄
勝
の
二
城
を
守
衛
し
、
兵
士
が
六
番
交
替
で
国
府
を
守
衛
す
る
体
制
が
本
来
の
出
羽
の

軍
制
の
形
で
あ
っ
た
が
、
元
慶
三
・
四
・
五
の
三
カ
年
に
限
っ
て
番
上
の
兵
士
を
長
上
に
改
め
、
国
府
の
ほ
か
二
城
に
も
配
備
す
る
と
い

う
一
時
的
な
改
編
を
示
す
の
が
㋓
の
史
料
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た︶

37
︵

。
い
ず
れ
の
解
釈
も
説
得
的
で
あ
り
、
支
持
し
た
い
。

︻
表
︼
Ⅱ
No. 

2
・
3
は
、
鎮
兵
の
貢
進
・
宿
直
等
に
関
す
る
木
簡
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
国
名
で
は
「
上
総
国
」「
上
野
国
」
が
見
え

る
。
直
接
軍
事
に
関
す
る
資
料
と
は
断
定
し
難
い
た
め
︻
表
︼
か
ら
は
除
外
し
た
が
、
同
じ
秋
田
城
跡
出
土
第
二
三
号
木
簡
に
は
「
上

野
国
進
×
」、
第
二
四
号
木
簡
に
は
「
上
野
国
進
南
□
×
」
等
の
表
記
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
上
野
国
か
ら
の
進
上
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
鎮
兵
制
が
人
的
・
物
的
両
面
で
坂
東
や
北
陸
か
ら
の
供
給
・
支
援
体
制
の
も
と
に
確
立
・
維
持

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
出
土
文
字
資
料
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
秋
田
城
跡
か
ら
は
、
No. 

23
「
鎮
所
」、
No. 

18
・
25
「
軍
毅
所
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

健
児
が
中
心
と
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
例
兵
」
等
の
総
称
か
ら
も
、
九
世
紀
の
出
羽
国
に
お
い
て
は
、
軍
団
兵

士
制
と
鎮
兵
制
が
常
備
武
力
の
基
軸
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

二　

健
児
制

こ
の
よ
う
に
出
羽
国
で
は
、
陸
奥
国
と
は
異
な
り
軍
団
兵
士
・
健
士
制
に
移
行
し
な
か
っ
た
。
陸
奥
国
の
よ
う
に
健
士
が
置
か
れ
な

か
っ
た
分
、
㋔
「
以
二
健
児
一
為
レ
戍
、
兵
士
鎮
兵
无
レ
置
二
一
人
一
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
一
時
期
出
羽
国
で
は
健
児
が
守
衛
の
中
心
的

役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。﹃
弘
仁
式
﹄
主
税
式
に
は
、
陸
奥
国
が
「
鎮
官
料
九
万
七
千
束
」
と
見
え
る
の
に
対
し
、
出
羽

国
で
は
「
健
児
粮
料
二
万
六
百
五
十
六
束
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
示
唆
す
る
。
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で
は
、
陸
奥
・
出
羽
に
健
児
が
設
置
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
九
世
紀
初
め
に
は
両
国
と
も
健
児
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
ら
れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

　

㋕﹃
三
代
格
﹄
巻
一
八
・
大
同
五
年
︵
八
一
〇
︶
五
月
十
一
日
官
符

一
応
レ
給
二
健
児
馬
子
一
事　
二
箇
条
内　

右
得
二
東
山
道
観
察
使
正
四
位
下
兼
行
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
緒
嗣
解
一
偁
、
天
平
五
年
十
一
月
十
四
日
勅
符
偁
、
兵
士

三
百
人
以
為
二
健
児
一
者
。
自
レ
爾
已
来
、
以
二
中
男
二
人
一
、
充
二
健
児
一
人
馬
子
一
。
雖
レ
有
二
国
例
一
、
未
レ
見
二
格
式
一
。
然
不

虞
之
支
擬
、
唯マ
マ

在
二
健
児
一
。
養
レ
兵
之
道
不
レ
可
レ
不
レ
優
。
請
依
レ
旧
給
レ
之
者
。
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

　

㋖﹃
三
代
格
﹄
巻
六
・
弘
仁
五
年
︵
八
一
四
︶
正
月
十
五
日
官
符

一
応
レ
給
二
健
児
百
人
粮
一
事

　

年
中
料
稲
一
万
一
千
三
百
廿
八
束　
人
別
日
三
把
二
分

右
得
二
征
夷
将
軍
参
議
従
三
位
左
衛
門
督
兼
陸
奥
出
羽
按
察
使
勲
四
等
文
室
朝
臣
綿
麿
解
一
偁
、
出
羽
国
司
解
偁
、
依
二
民
部

省
延
暦
廿
年
六
月
廿
九
日
符
旨
一
、
准
二
射
田
数
一
、
割
二
置
乗
田
一
、
以
二
其
地
子
一
可
レ
給
二
粮
料
一
。
而
依
レ
無
二
射
田
一
不
レ
得
二

充
行
一
。
望
請
、
用
二
申
レ
官
乗
稲
三
万
七
千
五
百
束
之
内
一
、
毎
年
出
挙
、
以
二
其
息
利
一
准
二
陸
奥
国
健
児
一
、
永
給
二
件
粮
一
者
。

使
加
二
覆
勘
一
、
所
レ
申
有
レ
実
者
。
依
レ
請
。

以
前
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
如
レ
件
。

㋕
に
つ
い
て
は
永
井
肇
氏
に
よ
っ
て
、﹃
三
代
格
﹄
の
別
の
編
目
に
あ
る
同
日
官
符
︵「
一
応
レ
給
二
鎮
官
一
護
身
事　
二
箇
条
内
初
条
」︶

と
一
対
の
官
符
で
、
さ
ら
に
巻
六
・
公
粮
事
収
録
の
同
日
官
符
と
合
わ
せ
て
、
全
て
陸
奥
一
国
を
対
象
と
し
た
措
置
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る︶

38
︵

。
㋕
・
㋖
に
よ
り
、
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
以
降
、
陸
奥
国
は
大
同
五
年
︵
＝
弘
仁
元
年
・
八
一
〇
︶
ま
で
に
、
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出
羽
国
で
は
弘
仁
五
年
︵
八
一
四
︶
ま
で
に
、
健
児
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、
陸
奥

国
は
「
徳
政
相
論
直
後
の
大
同
元
年
︵
八
〇
六
︶
頃
」、出
羽
国
は
「
健
児
粮
は
健
児
制
の
存
立
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
か
ら
︵
中
略
︶

こ
の
直
前
に
導
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い︶

39
︵

」︵｢

こ
の｣

は
㋖
の
弘
仁
五
年
官
符
を
さ
す
︶
と
す
る
。

徳
政
相
論
︵﹃
後
紀
﹄
延
暦
二
十
四
年
︹
八
〇
五
︺
十
二
月
壬
寅
︹
七
日
︺
条
︶
の
当
事
者
で
も
あ
る
藤
原
緒
嗣
は
、
陸
奥
出
羽
按

察
使
を
拝
命
︵﹃
後
紀
﹄
大
同
三
年
︹
八
〇
八
︺
五
月
乙
巳
︹
二
十
四
日
︺
条
︶
後
、
再
三
辞
退
を
申
し
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

「
丁
壮
之
餘
、
猶
未
二
休
息
一
」︵﹃
後
紀
﹄
大
同
三
年
︹
八
〇
八
︺
六
月
壬
子
朔
︹
一
日
︺
条
︶、「
狂
賊
無
レ
病
、
強
勇
如
レ
常
、
降
者
之

徒
、
假
端
既
見
。
因
レ
茲
奥
郡
庶
民
、
出
走
数
度
」︵﹃
後
紀
﹄
大
同
三
年
︹
八
〇
八
︺
十
二
月
甲
子
︹
十
七
日
︺
条
︶
等
、
未
だ
動
員

体
制
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
降
伏
し
た
蝦
夷
に
既
に
假
乱
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
こ
と
等
を
述
べ
て
い
る
。
緒
嗣
は
大
同
四
年

︵
八
〇
九
︶
三
月
に
赴
任
す
る
が
、
立
て
続
け
に
八
件
も
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
㋕
の
健
児
へ
の
馬
子
支
給
や
、
同
日
官

符
の
鎮
官
・
按
察
使
へ
の
護
身
兵
士
支
給
等
は
、
現
地
の
情
勢
が
安
定
し
な
い
中
で
の
武
装
の
強
化
と
も
見
な
せ
よ
う
。
そ
こ
で
、
以

前
か
ら
郡
司
級
豪
族
の
軍
事
利
用
例
と
し
て
先
学
も
着
目
し
て
い
る
次
の
史
料
を
あ
げ
た
い
。

　

㋗﹃
三
代
格
﹄
巻
七
・
大
同
元
年
︵
八
〇
六
︶
十
月
十
二
日
官
符

　

聴
三
陸
奥
出
羽
両
国
正
員
之
外
擬
二
任
郡
司
軍
毅
一
事

右
中
納
言
征
夷
大
将
軍
従
三
位
兼
行
中
衛
大
将
陸
奥
出
羽
按
察
使
陸
奥
守
勲
二
等
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
起
請
偁
、
郡
司
之
任

職
員
有
レ
限
。
而
辺
要
之
事
頗
異
二
中
国
一
。
望
請
、
擬
二
任
幹
了
勇
敢
之
人
一
、
宜
レ
為
二
防
守
警
備
之
儲
一
。
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、

依
レ
請
。

こ
れ
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
未
だ
陸
奥
出
羽
按
察
使
で
あ
っ
た
時
の
起
請
で
あ
る
。
徳
政
相
論
後
も
現
地
で
は
情
勢
が
依
然
安
定
し

て
お
ら
ず
、
推
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
㋗
の
郡
司
層
の
軍
事
的
活
用
は
最
終
的
な
征
討
が
近
い
時
期
に
必
要
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
た
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措
置
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

文
室
綿
麻
呂
に
よ
る
弘
仁
二
年
次
の
征
討
は
、「
征
夷
終
結
の
た
め
の
征
夷︶

40
︵

」
と
も
称
さ
れ
る
。
綿
麻
呂
は
、
平
城
太
上
天
皇
の

変
︵
弘
仁
元
年
︹
八
一
〇
︺︶
で
平
城
側
に
従
っ
た
こ
と
か
ら
逮
捕
・
禁
固
さ
れ
る
が
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
嘆
願
に
よ
り
赦
さ
れ
、

田
村
麻
呂
と
と
も
に
鎮
圧
に
も
加
わ
る
︵
後
掲
㋠
︶。
綿
麻
呂
は
田
村
麻
呂
の
も
と
で
延
暦
十
三
年
次
征
討
・
延
暦
二
十
年
次
征
討

︵
七
九
四
・
八
〇
一
︶
に
参
加
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く︶

41
︵

、
征
夷
に
お
け
る
田
村
麻
呂
の
後
継
者
的
人
物
で
あ
っ
た
。
綿
麻
呂
は
弘
仁
元

年
︵
八
一
〇
︶
九
月
十
六
日
に
陸
奥
出
羽
按
察
使
に
任
命
さ
れ
、
翌
弘
仁
二
年
︵
八
一
一
︶
に
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
兵
力
の
み
で
征
夷

を
実
行
す
る
が
、
そ
れ
は
田
村
麻
呂
か
ら
引
き
継
い
だ
総
決
算
的
な
征
夷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㋖
か
ら
、
健
児
粮
が
出
羽
国
は
弘
仁
五
年
︵
八
一
四
︶
に
設
定
さ
れ
、
陸
奥
国
は
そ
れ
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
設
置

当
初
は
征
討
用
の
軍
粮
で
ま
か
な
わ
れ
、
征
討
後
に
恒
常
的
武
力
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
正
式
に
財
源
が
整
え
ら
れ
た
と
見
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
陸
奥
国
に
お
け
る
健
児
粮
の
設
定
は
、
緒
嗣
の
八
件
の
申
請
に
よ
る
現
地
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
か
も

し
れ
な
い
し
、
或
い
は
弘
仁
二
年
︵
八
一
一
︶
の
征
夷
終
了
後
か
も
し
れ
な
い
。

㋗
は
、
郡
司
の
任
用
対
象
と
な
り
得
る
地
域
の
有
力
者
層
︵
郡
司
層
︶
か
ら
幹
了
勇
敢
の
人
を
選
ん
で
防
守
警
備
の
儲
と
す
る
案
で

あ
り
、
ま
さ
に
健
児
の
差
点
対
象
と
共
通
す
る
。
ま
た
大
同
期
の
中
頃
は
、
中
央
で
も
衛
府
の
再
編
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
改
編
期
で
も

あ
っ
た
。
前
述
の
緒
嗣
の
言
葉
も
勘
案
す
れ
ば
、
現
地
の
不
穏
な
情
勢
に
も
対
応
す
べ
く
、
大
同
三
・
四
年
︵
八
〇
八
・
八
〇
九
︶
頃
に

陸
奥
国
の
健
児
制
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

同
様
に
出
羽
国
の
健
児
に
つ
い
て
も
、
同
じ
大
同
三
・
四
年
︵
八
〇
八
・
八
〇
九
︶
頃
か
ら
弘
仁
二
年
次
の
征
討
開
始
ま
で
に
設
置
さ

れ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
旧
稿
で
の
考
察
で︶

42
︵

、
天
平
期
・
天
平
宝
字
期
・
延
暦
期
の
い
ず
れ
の
健
児
制
と
も
、
国
家

の
側
か
ら
の
主
体
的
な
征
討
が
計
画
さ
れ
た
時
に
、
国
衙
の
守
衛
・
警
衛
等
を
補
完
す
る
武
力
と
し
て
、
そ
の
事
前
の
準
備
段
階
か
ら
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設
置
さ
れ
る
と
い
う
共
通
項
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
徳
政
相
論
以
降
、
疲
弊
し
た
坂
東
に
依
存
せ
ず
現
地
兵
力
で
賄
え
る
よ

う
に
軍
制
の
転
換
が
図
ら
れ
た
が
、﹃
後
紀
﹄
弘
仁
二
年
︵
八
一
一
︶
四
月
壬
午
︵
十
九
日
︶
条
に
「
国
之
安
危
、
在
二
此
一
挙
一
。
将

軍
勉
レ
之
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
征
討
は
蝦
夷
の
假
乱
等
を
受
け
て
の
発
動
で
は
な
く
、
国
家
の
側
か
ら
の
主
体
的
・
総
決
算
的

な
征
夷
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
現
地
が
未
だ
安
定
せ
ず
、
従
来
の
様
に
坂
東
か
ら
の
支
援
も
頼
れ
な
い
中
、
国
内
要
所
の
守
衛
・
警
衛
等
を
補
完
す
る
武
力

と
し
て
、
大
同
期
の
中
頃
︵
大
同
三
・
四
年
︹
八
〇
八
・
八
〇
九
︺
頃
︶
に
陸
奥
・
出
羽
両
国
に
も
新
た
に
健
児
が
設
置
さ
れ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。第

三
章　

地
方
に
お
け
る
「
武
芸
」「
武
」
の
連
続
性

「
撰
二
其
武
芸
一
、
特
号
二
健
士
一
」︵
㋐
︶
か
ら
、
九
世
紀
、
健
士
に
期
待
さ
れ
た
の
は
「
武
芸
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
古
代
の
地

方
社
会
に
お
け
る
「
武
芸
」「
武
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

㋘﹃
続
紀
﹄
養
老
五
年
︵
七
二
一
︶
正
月
甲
戌
︵
二
十
七
日
︶
条

︵
前
略
︶
宜
下
文
武
庶
僚
、自
レ
今
以
去
、若
有
二
風
雨
雷
震
之
異
一
、各
存
中
極
言
忠
正
之
志
上
。
又
詔
曰
、文
人
・
武
士
、国
家
所
レ
重
。

医
卜
・
方
術
、古
今
斯
崇
。
宜
丙
擢
下
於
百
僚
之
内
、優
二
遊
学
業
一
、堪
レ
為
二
師
範
一
者
上
、特
加
二
賞
賜
一
、勧
乙
励
後
生
甲
。︵
中
略
︶

武
芸
正
七
位
下
佐
伯
宿
祢
式
麻
呂
、
従
七
位
下
凡
海
連
興
志
・
板
安
忌
寸
犬
養
、
正
八
位
下
置
始
連
首
麻
呂
、
各
絁
十
疋
、
糸

十
絇
、
布
廿
端
、
鍬
廿
口
。

㋘
は
「
武
士
」
の
初
見
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
褒
賞
者
の
「
武
芸
」
と
の
関
係
か
ら
、
武
術
に
優
れ
た
者
・
武
芸
者
を
指
す
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と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
の
「
武
芸
」「
武
」
に
対
す
る
見
解
と
し
て
は
、都
、具
体
的
に
は
近
衛
な
ど
中
央
衛
府
の
「
武
芸
」「
武
」

を
正
統
と
し
て
重
視
す
る
高
橋
昌
明
氏
の
見
解︶

43
︵

が
有
名
で
あ
り
、
現
在
の
武
士
論
研
究
に
お
い
て
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
高

橋
氏
の
研
究
が
武
士
論
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
、
そ
の
指
摘
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
古
代
で

は
、
地
方
に
お
い
て
も
「
武
芸
」「
武
」
は
連
綿
と
存
在
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
、
や
は
り
捨
象
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

﹃
続
紀
﹄
慶
雲
元
年
︵
七
〇
四
︶
六
月
丁
巳
︵
三
日
︶
条
に
「
諸
国
兵
士
、
団
別
分
為
二
十
番
一
、
毎
レ
番
十
日
、
教
二
習
武
芸
一
、
必

使
二
斉
整
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
軍
団
兵
士
制
は
徴
発
し
た
一
般
公
民
を
国
内
上
番
時
の
武
芸
教
習
・
軍
陳
試
練
に
よ
っ
て
、

国
家
の
兵
力
・
戦
力
と
し
て
堪
え
う
る
兵
士
へ
と
転
化
さ
せ
る︶

44
︵

戦
士
養
成
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
っ
た
。
軍
防
令
13
軍
団
大
毅
条
に
「
凡
軍

団
大
毅
小
毅
、
通
取
二
部
内
散
位
、
勲
位
、
及
庶
人
武
芸
可
レ
称
者
一
充
。
其
校
尉
以
下
、
取
下
庶
人
便
二
於
弓
馬
一
者
上
為
之
」
と
あ
り
、

職
員
令
79
軍
団
条
の
軍
毅
の
職
掌
と
し
て
義
解
に
「
調
二
習
弓
馬
一
、簡
二
閲
陳
列
一
︽
謂
、検
二
閲
軍
行
之
陣
列
一
也
。︾」
と
あ
る
よ
う
に
、

現
場
で
そ
の
調
習
を
担
っ
た
の
は
軍
毅
で
あ
っ
た
。
郡
司
・
軍
毅
︵
少
毅
以
上
︶
の
成
績
評
価
の
規
定
で
あ
る
考
課
令
67
考
郡
司
条
に

「
其
軍
団
少
毅
以
上
、
統
領
有
レ
方
、
部
下
粛
整
、
為
レ
上
。
清
平
謹
恪
、
武
芸
可
レ
称
、
為
レ
中
。
於
レ
事
无
レ
勤
、
武
芸
不
レ
長
、
為
レ
下
。

数
有
二

失
一
、武
用
無
レ
紀
、為
二
下
一々
」
と
、ま
た
同
条
集
解
に
「
於
二
軍
団
一
武
芸
、亦
謂
レ
能
耳
」
と
あ
る
よ
う
に
、軍
団
で
は
「
武

芸
」
の
調
練
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

律
令
国
家
に
お
い
て
軍
団
兵
士
制
は
、
征
討
軍
編
成
に
お
け
る
兵
力
基
盤
・
差
発
母
体
と
し
て
、
ま
た
指
揮
系
統
・
戦
闘
構
造
に
お

け
る
支
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た︶

45
︵

。
そ
し
て
戦
時
編
成
で
あ
る
征
討
軍
は
、
発
動
時
に
将
軍
が
天
皇
か
ら
節
刀
を
授
与
さ
れ
る

な
ど
、
王
権
支
配
拡
大
・
王
権
秩
序
護
持
の
た
め
の
軍
隊
で
あ
っ
た︶

46
︵

。
軍
団
で
の
武
芸
教
習
・
軍
陳
試
練
は
、
そ
も
そ
も
が
戦
争
の
た

め
の
調
練
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
軍
防
令
31
申
勲
簿
条
の
「
当
団
、
主
帥
、
本
属
、
官
軍
賊
衆
多

少
、
彼
此
傷
殺
数
、
及
獲
賊
」
や
、
同
40
行
軍
兵
士
条
の
「
凡
行
軍
兵
士
以
上
、
若
有
二
身
病
及
死
一
者
︵
中
略
︶
其
屍
者
、
当
処
焼
埋
」
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等
か
ら
想
起
で
き
る
よ
う
に
、
敵
を
殺
傷
す
る
た
め
、
ま
た
戦
場
で
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
、
実
戦
用
の
「
武
芸
」
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
し
て
征
討
軍
が
国
家
の
軍
隊
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
方
に
お
け
る
「
武
芸
」
の
調
練
は
、
律
令
国
家
に
と
っ
て
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
、
次
の
諸
史
料
か
ら
も
窺
え
る
。

　

㋙﹃
三
代
格
﹄
巻
七
・
養
老
三
年
︵
七
一
九
︶
七
月
十
九
日
格

按
察
使
訪
察
事
条
事

︵
中
略
︶

文
学
優
長
識
二
明
時
務
一

有
レ
力
超
レ
衆
武
芸
絶
レ
群

︵
中
略
︶

　

右
百
姓
有
二
前
件
善
悪
状
迹
一
者
、
随
レ
状
挙
罸
録
レ
状
具
通
。

　

㋚﹃
続
紀
﹄
天
平
元
年
︵
七
二
九
︶
八
月
癸
亥
︵
五
日
︶
条

︵
前
略
︶
又
陸
奥
鎮
守
兵
及
三
関
兵
士
、簡
二
定
三
等
一
、具
録
下
進
退
如
レ
法
、臨
レ
敵
振
レ
威
、向
二
冒
万
死
一
、不
レ
顧
二
一
生
一
之
状
、

并
姓
名
・
年
紀
・
居
貫
・
軍
役
之
年
上
、
便
差
二
専
使
一
上
奏
。
其
諸
衛
府
内
、
武
芸
可
レ
称
者
、
亦
以
レ
名
奏
聞
。︵
後
略
︶

　

㋛﹃
続
紀
﹄
天
平
宝
字
三
年
︵
七
五
九
︶
三
月
庚
寅
︵
二
十
四
日
︶
条

︵
前
略
︶
管
内
防
人
、
一
停
レ
作
レ
城
、
勤
赴
二
武
芸
一
、
習
二
其
戦
陳
一
。
而
大
弐
吉
備
朝
臣
真
備
論
曰
、
且
耕
且
戦
、
古
人
称
レ
善
。

乞
五
十
日
教
習
、
而
十
日
役
二
于
築
一レ
城
。︵
後
略
︶

　

㋜﹃
続
紀
﹄
天
平
宝
字
八
年
︵
七
六
四
︶
九
月
壬
子
︵
十
八
日
︶
条



134

︵
前
略
︶
押
勝
患
レ
之
、︵
中
略
︶
掌
レ
兵
自
衛
。
准
二
拠
諸
国
試
兵
之
法
一
、管
内
兵
士
毎
レ
国
廿
人
、五
日
為
レ
番
、集
二
都
督
衙
一
、

簡
二
閲
武
芸
一
。︵
後
略
︶

　

㋝﹃
続
紀
﹄
宝
亀
十
一
年
︵
七
八
〇
︶
三
月
辛
巳
︵
十
六
日
︶
条

︵
前
略
︶
除
二
三
関
辺
要
一
之
外
、
随
二
国
大
小
一
以
為
レ
額
、
仍
点
下
殷
富
百
姓
才
堪
二
弓
馬
一
者
上
、
毎
二
其
当
番
一
、
専
習
二
武
芸
一
、

属
レ
有
二
徴
発
一
。
庶
幾
免
二
稽
廃
一
、
其
羸
弱
之
徒
勤
皆
令
レ
赴
レ
農
。
此
設
二
守
備
一
、
省
二
不
急
一
之
道
也
。︵
後
略
︶

　

㋞﹃
三
代
格
﹄
巻
一
五
・
天
応
元
年
︵
七
八
一
︶
三
月
八
日
官
符

　

合
二
条

一
請
レ
加
二
射
田
一
事　

　

右
管
内
諸
国
所
レ
有
射
田
毎
郡
一
町
、兵
士
選
士
其
数
稍
多
。
請
更
加
二
一
町
一
、惣
置
二
二
町
一
。
一
町
以
賜
二
歩
射
之
上
手
一
、

　

一
町
以
賜
二
騎
射
之
勝
者
一
、
庶
以
勧
二
武
芸
一
。

︵
後
略
︶

　

㋟﹃
紀
略
﹄
延
暦
十
五
年
︵
七
九
六
︶
三
月
庚
戌
︵
十
九
日
︶
条

令
三
諸
国
挙
二
武
芸
秀
レ
衆
者
一
。

　

㋠﹃
後
紀
﹄
弘
仁
元
年
︵
八
一
〇
︶
九
月
戊
申
︵
十
一
日
︶
条

︵
前
略
︶
田
村
麻
呂
奏
請
、
綿
麻
呂
、
武
芸
之
人
、
頻
経
二
辺
戦
一
。
募
将
同
行
。
即
授
二
正
四
位
上
一
拝
二
参
議
一
、
以
遣
レ
之
。

歓
喜
踊
躍
、
即
駕
二
兵
馬
一
。︵
後
略
︶

　

㋡﹃
後
紀
﹄
弘
仁
二
年
︵
八
一
一
︶
六
月
乙
丑
︵
三
日
︶
条

令
三
諸
国
進
二
武
芸
人
年
卅
已
下
一
、
補
二
左
右
近
衛
一
。
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律
令
国
家
が
地
方
に
お
け
る「
武
芸
」「
武
」の
錬
成
・
強
化
を
、八
世
紀
を
通
し
て
常
に
志
向
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
、右
の
諸
史
料︵
㋚

～
㋞
︶か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
㋚
は
模
範
的
な
兵
士
や
衛
府
に
武
芸
者
の
奏
上
を
命
じ
た
も
の
だ
が
、「
臨
レ
敵
振
レ
威
、向
二
冒
万
死
一
、

不
レ
顧
二
一
生
一
」
と
い
う
兵
士
像
は
、
右
に
述
べ
た
軍
団
で
の
調
練
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
る
兵
士
の
姿
と
一
致
す
る
。
㋛
は
唐
で
安
禄

山
が
反
乱
し
た
と
の
報
を
得
て
出
さ
れ
た
警
固
案
で
、
実
戦
を
想
定
し
た
武
芸
教
習
と
軍
陳
試
練
が
見
え
る
。
㋜
は
恵
美
押
勝
の
乱
の

関
連
記
事
、
㋝
は
宝
亀
十
一
年
︵
七
八
〇
︶
の
軍
団
減
省
措
置
だ
が
、
征
討
軍
編
成
に
も
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
㋞
は
騎
射
・
歩
射
奨

励
の
た
め
に
置
か
れ
た
諸
国
射
田
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
方
社
会
に
お
け
る
「
武
芸
」
の
調
練
は
、
い
ず
れ
も
実
戦
を
想

定
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
八
世
紀
を
通
し
て
存
在
し
続
け
て
い
た
。

勿
論
、中
央
衛
府
に
お
い
て
も「
武
芸
」が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。﹃
続
紀
﹄和
銅
四
年︵
七
一
一
︶九
月
甲
戌︵
二
日
︶

条
に
は
「
凡
衛
士
者
、非
常
之
設
、不
虞
之
備
。
必
須
二
勇
健
応
一レ
堪
レ
為
レ
兵
。
而
悉
皆
尩
弱
、亦
不
レ
習
二
武
芸
一
。︵
中
略
︶
伝
不
レ
云
乎
、

不
レ
教
レ
人
戦
、是
謂
レ
棄
之
。
自
レ
今
以
後
、専
委
二
長
官
一
、簡
二
点
勇
敢
便
レ
武
之
人
一
、毎
年
代
易
焉
」
と
、衛
士
に
関
す
る
詔
が
見
え
、

衛
府
全
体
に
対
し
て
は
﹃
続
紀
﹄
天
平
宝
字
元
年
︵
七
五
七
︶
八
月
辛
丑
︵
二
十
五
日
︶
条
に
「
治
レ
国
大
綱
、在
二
文
与
一レ
武
。︵
中
略
︶。

今
故
六
衛
置
二
射
騎
田
一
、
毎
年
季
冬
、
宜
下
試
二
優
劣
一
以
給
二
超
群
一
、
令
上
レ
興
二
武
芸
一
」
と
、「
武
」
の
奨
励
の
た
め
六
衛
府
︵
中
衛

府
・
衛
門
府
・
左
右
衛
士
府
・
左
右
兵
衛
府
︶
に
射
騎
田
が
置
か
れ
て
い
る
。

但
し
、
律
令
国
家
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
武
芸
」「
武
」
は
決
し
て
中
央
衛
府
が
独
占
す
る
も
の
で
は
な
く
、
都
鄙
を
循
環
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
軍
防
令
38
兵
衛
条
に
「
凡
兵
衛
者
、国
司
簡
下
郡
司
子
弟
、強
幹
便
二
於
弓
馬
一
者
上
、

郡
別
一
人
貢
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
衛
は
地
方
の
郡
司
子
弟
か
ら
も
貢
上
さ
れ
た
。
国
家
は
早
く
か
ら
「
百
姓
」
の
中
に
存
在
す
る

武
芸
者
の
把
握
に
努
め
て
い
た
し
︵
㋙
︶、
後
の
近
衛
も
諸
国
か
ら
貢
上
さ
れ
て
い
た
︵
㋡
、
加
え
て
㋟
も
可
能
性
あ
り
︶。

ま
た
、
軍
防
令
37
兵
衛
考
満
条
に
は
「
若
有
下
尩
弱
長
病
、
不
レ
堪
二
宿
衛
一
、
及
任
中
郡
司
上
者
」
と
、
既
に
律
令
制
当
初
か
ら
兵
衛
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の
郡
司
任
用
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
﹃
続
紀
﹄
天
平
宝
字
元
年
︵
七
五
七
︶
正
月
甲
寅
︵
五
日
︶
条
に
は
、
郡
領
・
軍
毅
に
白
丁

を
任
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
六
衛
府
中
の
有
能
な
者
を
軍
毅
に
擬
任
し
た
例
が
あ
る
。
正
倉
院
文
書
や
木
簡
に
も
ト
ネ
リ
等
が
郡
司

へ
の
任
用
を
希
望
し
た
郡
司
補
任
請
願
文
書
が
あ
り
、
八
世
紀
に
は
ト
ネ
リ
か
ら
郡
司
・
軍
団
官
人
へ
の
任
用
が
存
在
し
た︶

47
︵

。
兵
衛
は

郡
領
・
軍
毅
・
主
政
・
主
帳
・
国
造
等
に
任
じ
ら
れ
た
が
、「
ト
ネ
リ
制
度
設
定
の
狙
い
は
、
天
皇
に
仕
え
て
忠
節
を
つ
く
す
習
慣
を

養
っ
た
ト
ネ
リ
を
中
央
の
文
武
の
官
人
や
地
方
の
郡
司
・
軍
毅
に
任
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
の
支
配
を
安
固
に
す
る
こ
と︶

48
︵

」
に
あ

っ
た
。

﹃
三
代
格
﹄
巻
七
・
延
暦
十
四
年
︵
七
九
五
︶
五
月
九
日
官
符
に
は
、「
衛
府
舎
人
係
二
望
軍
毅
一
。
今
廃
二
兵
士
一
其
望
已
絶
。
若
有
下

巧
二
書
算
一
者
上
、
宜
レ
用
二
主
政
・
主
帳
一
」
と
見
え
、「
廃
二
兵
士
一
」
が
延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
の
軍
団
兵
士
制
停
廃
を
指
す
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
ま
で
諸
衛
の
ト
ネ
リ
が
軍
毅
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
郡
司
へ
の
任
用
希
望
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

後
の
﹃
延
喜
式
﹄
式
部
省
式
上
で
は
、「
其
任
二
郡
領
一
者
、
左
右
近
衛
各
二
人
、
左
右
兵
衛
各
一
人
、︵
中
略
︶
左
右
衛
門
若
有
二
移
送
一
、

府
別
郡
領
一
人
」
と
、
兵
衛
に
限
ら
ず
衛
府
全
体
か
ら
の
任
用
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
十
世
紀
前
葉
の
史
料
だ
が
、﹃
本
朝
文
粋
﹄

延
喜
十
四
年
︵
九
一
四
︶
四
月
二
十
八
日
の
三
善
清
行
意
見
封
事
十
二
箇
条
に
見
え
る
「
令
下
二
六
衛
府
宿
衛
等
一
、練
中
習
弩
射
之
術
上
、

試
二
其
才
伎
一
、
随
二
其
功
労
一
、
充
二
任
件
国
弩
師
一
」
等
は
、
右
の
循
環
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

即
ち
、
既
に
八
世
紀
初
め
か
ら
中
央
衛
府
の
武
芸
・
儀
礼
や
都
の
情
報
・
知
識
が
、
兵
衛
等
ト
ネ
リ
、
軍
毅
、
郡
司
等
を
媒
介
に
地

方
に
伝
播
し
、
都
鄙
間
で
循
環
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
指
摘
か
ら
直
ち
に
武
士
発
生
や
武
士
論
を
展
開
す
る
意
図
は
無
く
、
か
つ
て
の
在
地
領
主
制

論
を
単
純
に
支
持
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
た
だ
、
特
に
地
方
武
士
発
生
の
淵
源
・
前
史
を
考
え
る
際
、
古
代
か
ら
、
地
方
か
ら
、
の
連

続
性
を
意
識
す
る
視
座
は
や
は
り
等
閑
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
俘
囚
や
富
豪
層
等
が
登
場
す
る
以
前
か
ら
、
古
代
の
地
方
社
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会
に
は
広
く
「
武
芸
」「
武
」
が
存
在
し
て
い
た
し
、
八
～
九
世
紀
を
通
し
て
そ
の
系
譜
は
連
続
し
て
い
る
。

「
三
十
八
年
戦
争
」
の
時
期
、
征
討
使
や
征
軍
兵
力
で
あ
る
軍
士
に
対
し
て
も
、
征
戦
経
験
の
重
視
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
か
つ

て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る︶

49
︵

。
志
願
兵
で
あ
る
進
士
の
募
集
で
は
、「
若
感
二
激
風
雲
一
、
奮
二
厲
忠
勇
一
、
情
願
二
自
効
一
、
特
録
レ
名
貢
。

平
定
之
後
、
擢
以
二
不
次
一
」︵﹃
続
紀
﹄
宝
亀
十
一
年
︹
七
八
〇
︺
五
月
己
卯
︹
十
六
日
︺
条
︶
と
、
征
戦
で
の
功
績
を
録
し
て
以
後

異
例
の
抜
擢
を
行
う
こ
と
を
公
約
し
て
お
り
、ま
た
「
前
般
入
レ
軍
経
レ
戦
叙
レ
勲
者
」︵
前
出
・
延
暦
七
年
︹
七
八
八
︺
三
月
辛
亥
︹
三
日
︺

条
︶
と
、
征
軍
兵
力
簡
点
の
段
階
で
過
去
の
征
戦
で
の
実
績
・
経
験
と
い
う
も
の
が
差
点
基
準
の
一
つ
と
し
て
明
示
さ
れ
た
り
し
て
い

る
。
そ
れ
は
指
揮
官
で
あ
る
征
討
使
や
鎮
守
将
軍
等
の
任
命
に
お
い
て
も
同
様
で
、「
又
広
成
・
墨
縄
、
久
在
二
賊
地
一
、
兼
経
二
戦
場
一
。

故
委
以
二
副
将
之
任
一
、
佇
二
其
力
戦
之
効
一
」︵﹃
続
紀
﹄
延
暦
八
年
︹
七
八
九
︺
六
月
庚
辰
︹
九
日
︺
条
︶
の
入
間
広
成
や
安
倍
猨
嶋

墨
縄
︵
と
も
に
元
は
坂
東
の
現
地
豪
族
︶
が
典
型
的
な
よ
う
に
、
征
戦
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
広
成
は
征
討
副
将
軍
に
、
墨
縄
は
鎮
守

副
将
軍
へ
と
昇
進
し
て
い
く
事
例
も
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
㋠
か
ら
は
、「
武
芸
」
と
「
辺
戦
」︵
征
夷
︶
と
の
密
接
な
繋
が
り
と
、
文
室
綿
麻
呂
が
そ
れ
を
頻
り
に
経
た
こ
と
︵
征
戦
経

験
︶
が
、
彼
の
評
価
を
高
め
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
再
び
健
士
に
目
を
戻
す
と
、
そ
の
設
置
数
は
二
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、

兵
士
四
〇
〇
〇
人
の
中
に
も
帯
勲
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
宝
亀
～
延
暦
期
に
お
け
る
蝦
夷
征
討
が
、
坂
東
︵
東
国
︶・
東
北
に
お

け
る
武
芸
者
の
醸
成
や
尚
武
意
識
の
高
揚
、
即
ち
「
武
」
に
対
す
る
意
識
・
評
価
の
向
上
を
、
現
地
の
地
域
社
会
の
み
な
ら
ず
当
時
の

朝
廷
内
に
お
い
て
も
促
進
し
た
こ
と
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

本
稿
は
、
九
世
紀
地
方
軍
制
の
全
体
像
を
探
る
上
で
の
初
歩
的
考
察
に
過
ぎ
な
い
。
同
じ
辺
要
に
は
、
大
宰
府
管
内
の
西
海
道
諸
国
・

壱
岐
・
対
馬
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
天
長
三
年
︵
八
二
六
︶
に
軍
団
兵
士
制
か
ら
統
領
・
選
士
・
衛
卒
制
へ
と
移
行
し
、
ま

た
西
辺
防
備
と
し
て
防
人
も
実
際
に
は
残
さ
れ
て
い
た
。
今
回
こ
れ
ら
も
合
わ
せ
て
考
察
を
行
っ
て
い
た
が
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
最

後
に
現
時
点
で
の
気
付
き
も
含
め
、
若
干
の
整
理
と
指
摘
を
行
っ
て
お
わ
り
に
代
え
る
。

延
暦
十
一
年
︵
七
九
二
︶
に
軍
団
兵
士
制
か
ら
健
児
制
に
移
行
し
た
諸
国
と
は
異
な
り
、そ
の
後
も
軍
団
兵
士
制
が
存
続
し
た
陸
奥
・

出
羽
で
あ
っ
た
が
、
両
国
の
九
世
紀
の
常
備
武
力
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
姿
は
前
代
の
八
世
紀
と
も
、
ま
た
陸
奥
と
出
羽
で
も
全
く
同

じ
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

特
に
八
世
紀
と
異
な
る
の
は
、
い
ず
れ
の
常
備
武
力
に
対
し
て
も
、
そ
の
維
持
に
は
給
粮
制
︵
公
粮
制
︶
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
賦
役
令
19
舎
人
史
生
条
に
「
大
毅
以
下
兵
士
以
上
、︵
中
略
︶
並
免
二
徭
役
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
の
軍
団
兵
士
制
で
は

兵
士
は
徭
役
︵
庸
と
雑
徭
︶
免
除
は
あ
っ
た
が
、
強
制
的
役
務
で
あ
る
徴
兵
制
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
改
め
て
論
じ
た
い
が
、
九
世
紀
の

大
宰
府
管
内
の
統
領
・
選
士
・
衛
卒
制
も
、
ま
た
防
人
も
、
概
ね
給
粮
制
︵
公
粮
制
︶
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
八
世
紀
の
軍
団
兵
士
制
で
は
、
原
則
、
一
般
公
民
の
み
が
差
点
対
象
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
中
葉
は
、
帯

勲
者
や
地
域
の
有
力
者
層
︵
郡
司
層
︶
等
、
従
来
の
軍
団
兵
士
制
の
構
造
で
は
差
点
で
き
な
か
っ
た
対
象
が
、
征
軍
兵
力
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
ら
陸
奥
・
出
羽
の
常
備
武
力
に
お
い
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
俘
囚
・
俘
軍
の
活
用
は
、
蝦
夷
征
討
に
お
い
て
は
八
世
紀
か

ら
見
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
賜
姓
・
叙
位
記
事
に
着
目
す
る
と
、
勲
位
を
持
つ
俘
囚
の
存
在
が
目
立
つ
上
、
陸
奥
・

出
羽
・
坂
東
諸
国
の
現
地
豪
族
に
も
帯
勲
者
が
多
く
見
ら
れ
る
な
ど︶

50
︵

、
彼
ら
が
多
く
征
夷
に
徴
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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帯
勲
者
の
軍
事
的
活
用
は
、
当
時
の
一
般
公
民
の
徴
発
困
難
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
加
え
て
、
本
考

察
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
消
極
的
意
味
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
彼
ら
の
活
用
に
は
征
戦
経
験
に
対
す
る
国
家
の
軍
事
的
期
待
や
「
武
芸
」

へ
の
評
価
の
高
ま
り
と
い
う
、
積
極
的
意
味
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
健
士
採
用
の
官
符
︵
前
出
・
弘
仁
六
年

︹
八
一
五
︺
八
月
二
十
三
日
官
符
︶
で
「
何
度
も
戦
場
を
経
験
し
叙
勲
を
受
け
て
い
る
者
た
ち
を
、
白
丁
と
同
じ
に
遇
す
れ
ば
ど
う
し

て
励
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
に
は
「
馬
兵
倶
備
」
や
「
射
手
」
等
、
騎
馬

や
弓
射
の
能
力
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。
未
だ
混
在
は
し
て
い
る
も
の
の
、
国
家
が
一
般
公
民
を
調
練
し
て
「
武
芸
」
を
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
た
段
階
︵
八
世
紀
︶
か
ら
、
地
方
で
も
初
め
か
ら
個
人
の
「
武
芸
」
や
「
武
」
の
能
力
に
期
待
す
る
段
階
へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
こ
と
が
、九
世
紀
に
は
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、八
世
紀
段
階
か
ら
衛
府
の「
武
芸
」「
武
」

も
都
鄙
を
循
環
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
軍
団
兵
士
制
が
地
方
の
「
武
芸
」「
武
」
の
胚
胎
的
存
在
と
も
言
え
る
こ
と
、
即
ち

八
～
九
世
紀
を
通
し
て
戦
争
を
想
定
し
た
「
武
芸
」「
武
」
が
、
地
方
で
も
連
綿
と
存
在
し
続
け
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

九
世
紀
の
地
方
は
未
だ
国
家
・
国
衙
に
よ
る
強
制
的
組
織
や
労
役
的
側
面
が
強
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
給
粮
制
︵
公
粮
制
︶
へ
の
移

行
は
「
武
芸
」「
武
」
に
よ
っ
て
糧
・
収
入
を
得
る
者
が
地
方
に
も
多
く
現
出
し
始
め
た
と
も
換
言
で
き
る
。
そ
の
転
換
点
の
一
つ
と

し
て
「
三
十
八
年
戦
争
」
を
よ
り
積
極
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
充
分
可
能
に
思
わ
れ
る
。「
三
十
八
年
戦
争
」
が
そ
の
契
機
・
下
地

と
な
っ
て
、
国
家
の
「
武
芸
」「
武
」
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
た
こ
と
、
特
に
坂
東
︵
東
国
︶
や
東
北
の
現
地
に
お
い
て
は
、
武

芸
者
の
醸
成
や
尚
武
意
識
の
高
揚
を
促
し
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

八
世
紀
の
全
国
画
一
的
な
構
造
の
軍
団
兵
士
制
か
ら
、
地
域
の
実
情
や
課
題
に
即
し
た
柔
軟
な
軍
事
編
成
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
た
こ

と
こ
そ
が
、
九
世
紀
地
方
軍
制
の
特
徴
の
一
つ
と
指
摘
で
き
そ
う
だ
が
、
そ
う
結
論
す
る
に
は
他
地
域
も
含
め
た
更
な
る
検
討
が
不
可

欠
で
あ
る
。
ま
た
一
般
諸
国
に
お
い
て
は
、
健
児
が
国
衙
に
お
け
る
唯
一
の
常
備
武
力
と
な
っ
た
が
、
そ
の
人
数
は
限
ら
れ
た
も
の
で
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あ
っ
た
。
九
世
紀
に
は
健
児
数
を
大
き
く
超
え
る
兵
力
動
員
例
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
組
織
・
編
成
構
造
の
詳
細
は
未
だ
解
明
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
ら
臨
時
差
発
の
兵
力
が
如
何
に
組
織
・
動
員
さ
れ
た
の
か
、
例
え
ば
俘
囚
や
富
豪
層
も
含
め
て
、
よ
り

幅
広
い
考
察
も
必
要
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
一
先
ず
擱
筆
す
る
。
諸
賢
の
御
批
判
や
御
高
教
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

健
児
制
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
Ａ
「
健
児
制
に
関

す
る
再
検
討
」︵﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
二
一
九
、二
〇
一
〇
年
︶
を
参
照
。

そ
の
他
で
は
、
寺
内
浩
Ａ
「
九
世
紀
の
地
方
軍
制
と
健
児
」︵
栄
原
永

遠
男
・
西
山
良
平
・
吉
川
真
司
編
﹃
律
令
国
家
史
論
集
﹄
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
︶
が
あ
る
。

︵
2
︶　

川
尻
秋
生
Ａ
「
武
門
の
形
成
」
一
三
四
頁
︵
加
藤
友
康
編
﹃
日
本
の

時
代
史 

六 

摂
関
政
治
と
王
朝
文
化
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
︶。

︵
3
︶　

古
代
史
研
究
者
の
側
か
ら
武
家
政
権
成
立
ま
で
を
包
括
的
・
体
系
的

に
見
通
し
た
研
究
と
し
て
は
、
下
向
井
龍
彦
Ａ
「
国
衙
と
武
士
」︵﹃
岩

波
講
座
日
本
通
史 

六 

古
代
五
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
同
Ｂ
﹃
日

本
の
歴
史 

七 

武
士
の
成
長
と
院
政
﹄︵
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
︶
が
代

表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
近
年
、
古
代
史
の
側
か
ら
の
新
た
な
成

果
も
纏
ま
り
つ
つ
あ
る
。
川
尻
秋
生
Ｂ
﹃
戦
争
の
日
本
史 

五 

平
将
門

の
乱
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
︶、
森
公
章
Ａ
﹃
在
庁
官
人
と
武

士
の
生
成
﹄・
同
Ｂ﹃
古
代
豪
族
と
武
士
の
誕
生
﹄︵
と
も
に
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
一
三
年
︶、
前
掲
寺
内
Ａ
論
文
、
同
Ｂ
「
九
世
紀
地
方
軍
制
の
一

考
察
」︵﹃
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集 

人
文
科
学
編
﹄
二
八
、二
〇
一
〇

年
︶、
同
Ｃ
「
平
安
時
代
中
期
の
地
方
軍
制
」︵﹃
古
代
文
化
﹄
六
二
―

四
、二
〇
一
一
年
︶、
同
Ｄ
「
地
方
支
配
の
変
化
と
天
慶
の
乱
」︵﹃
岩
波

講
座
日
本
歴
史 

四 

古
代
四
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
︶。
ま
た
考
古

学
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、津
野
仁
Ａ
﹃
日
本
古
代
の
武
器
・

武
具
と
軍
事
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
︶、
同
Ｂ
﹃
日
本
古
代
の

軍
事
武
装
と
系
譜
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
︶
が
あ
る
。

︵
4
︶　

渕
原
智
幸
Ａ
﹃
平
安
期
東
北
支
配
の
研
究
﹄
四
頁
︵
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
︶。

︵
5
︶　
「｢

頭
脳
の
古
代
、
ロ
マ
ン
の
中
世
、
体
力
の
近
世
・
近
代｣

と
い
う

俗
諺
が
あ
る
︵
中
略
︶
六
国
史
な
ど
か
ぎ
ら
れ
た
史
料
し
か
現
存
せ
ず
、

今
後
も
大
幅
な
史
料
の
増
加
が
見
こ
め
な
い
古
代
史
に
は
、
未
知
の
史

料
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、︵
中
略
︶
よ
ほ
ど
切
れ
の
良

い｢
頭
脳｣
の
持
ち
主
で
な
け
れ
ば
も
は
や
新
し
い
こ
と
は
い
え
な
い
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と
い
う
含
み
だ
ろ
う
」︵
桜
井
英
治
「
中
世
史
へ
の
招
待
」
三
頁
︵﹃
岩

波
講
座
日
本
歴
史 

六 

中
世
一
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
︶
と
の
言

葉
は
、
史
料
面
で
の
制
約
が
多
い
古
代
史
研
究
者
の
実
情
・
実
感
を
う

ま
く
言
い
当
て
て
い
る
。

︵
6
︶　

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。

︵
7
︶　

戸
田
芳
実
Ａ
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」、
同
Ｂ
「
国
衙
軍
制

の
形
成
過
程
」︵
と
も
に
同
﹃
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
﹄
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
Ａ
一
九
六
八
年
、
Ｂ
一
九
七
〇

年
︶、
森
田
悌
「
平
安
前
期
東
国
の
軍
事
問
題
に
つ
い
て
」︵
同
﹃
解
体

期
律
令
政
治
社
会
史
の
研
究
﹄
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
初
出

一
九
七
五
年
︶、
吉
沢
幹
夫
「
九
世
紀
の
地
方
軍
制
に
つ
い
て
」︵
高
橋

富
雄
編
﹃
東
北
古
代
史
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
︶、
平

野
友
彦
「
律
令
地
方
軍
制
研
究
の
一
視
点
」︵
佐
伯
有
清
編
﹃
日
本
古

代
中
世
史
論
考
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
︶、
奥
野
中
彦
Ａ
「
国

兵
士
制
の
成
立
―
律
令
軍
制
の
転
換
と
新
軍
制
の
形
成
―
」︵
同
﹃
日

本
古
代
・
中
世
の
国
家
軍
制 

上
巻 

古
代
編
﹄
岩
田
書
院
、二
〇
一
一
年
、

初
出
一
九
九
六
年
︶、
渕
原
智
幸
Ｂ
「
古
代
末
期
の
東
北
支
配
と
軍
事

力
編
成
」︵
前
掲
渕
原
Ａ
著
書
、
初
出
二
〇
〇
八
年
︶、
前
掲
下
向
井
Ａ

論
文
・
同
Ｂ
著
書
、
前
掲
寺
内
Ａ
～
Ｄ
論
文
。

︵
8
︶　

板
橋
源
Ａ
「
陸
奥
出
羽
鎮
兵
考
」︵﹃
岩
手
史
学
研
究
﹄
八
、一
九
五
一

年
︶、
同
Ｂ
「
古
代
陸
奥
軍
団
考
」︵﹃
軍
事
史
学
﹄
五
、一
九
六
六
年
︶、

高
橋
崇
Ａ
「
陸
奥
・
出
羽
の
軍
制
」︵﹃
史
元
﹄
一
五
、一
九
七
二
年
︶、

同
Ｂ
「
古
代
出
羽
の
軍
制
」︵
角
田
文
衛
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
編
﹃
角

田
文
衛
博
士
古
稀
記
念
古
代
学
叢
論
﹄、
一
九
八
三
年
︶、
同
Ｃ
﹃
律
令

国
家
東
北
史
の
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
一
年
︶、奥
野
中
彦
Ｂ「
古

代
東
北
の
軍
制
に
つ
い
て
」、同
Ｃ「
再
び
古
代
東
北
の
軍
制
に
つ
い
て
」

︵
と
も
に
同
氏
前
掲
著
書
、
初
出
は
Ｂ
一
九
七
六
年
、
Ｃ
一
九
八
五
年
︶、

鈴
木
拓
也
Ａ
「
古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」、同
Ｂ
「
古
代
出
羽
国
の
軍
制
」、

同
Ｃ
「
払
田
柵
と
雄
勝
城
に
関
す
る
試
論
」、
同
Ｄ
「
九
世
紀
陸
奥
国

の
軍
制
と
支
配
構
造
」︵
い
ず
れ
も
同
﹃
古
代
東
北
の
支
配
構
造
﹄
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
、
Ａ
一
九
九
一
年
、
Ｂ
一
九
九
二

年
、
Ｃ
一
九
九
七
年
、
Ｄ
一
九
九
八
年
︶。

︵
9
︶　

平
川
南
氏
の
著
作
は
多
い
が
、
同
Ａ
﹃
漆
紙
文
書
の
研
究
﹄︵
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
九
年
︶、
同
Ｂ
﹃
墨
書
土
器
の
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
︶、
同
Ｃ
﹃
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
三
年
︶、
同
Ｄ
﹃
東
北｢

海
道｣

の
古
代
史
﹄︵
岩
波
書
店
、

二
〇
一
二
年
︶
を
あ
げ
て
お
く
。

︵
10
︶　

前
掲
鈴
木
Ａ
・
Ｄ
論
文
。

︵
11
︶　

新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
類
聚
三
代
格
﹄︵
五
五
一
頁
︶
で
は
、「
特
免
二

夫
妻
口
分
田
租
一
。

誘
二
士
心
一
」
と
す
る
が
、
鈴
木
拓
也
氏
の

見
解
に
従
う
︵
前
掲
鈴
木
Ｄ
論
文
、
一
五
〇
～
一
五
一
頁
︶。

︵
12
︶　

野
村
忠
夫
「
律
令
勲
位
制
の
基
本
問
題
―
そ
の
性
格
と
機
能
と
を
中

心
に
―
」︵
同
﹃
律
令
官
人
制
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
、

初
出
一
九
六
六
年
︶。

︵
13
︶　

拙
稿
Ｂ「
延
暦
十
一
年
の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
」︵﹃
日
本
史
研
究
﹄

四
六
七
、二
〇
〇
一
年
︶。
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︵
14
︶　

前
掲
鈴
木
Ａ
論
文
、
九
一
頁
。

︵
15
︶　

前
掲
鈴
木
Ｄ
論
文
、
一
二
八
頁
。

︵
16
︶　

高
橋
崇
Ｄ
「
平
安
初
期
の
奥
羽
」︵
高
橋
崇
編
﹃
古
代
の
地
方
史 

六

奥
羽
編
﹄
朝
倉
書
店
、
一
九
七
八
年
︶。
そ
の
後
、
前
掲
鈴
木
Ａ
論
文
、

前
掲
平
川
Ｄ
著
書
も
、
承
和
十
年
︵
八
四
三
︶
四
月
以
前
新
置
を
支
持

さ
れ
て
い
る
︵
平
川
氏
は
、
前
掲
Ａ
著
書
で
は
「
お
そ
ら
く
承
和
十

年
四
月
～
承
和
十
五
年
五
月
ま
で
の
間
」︹
二
七
〇
頁
︺
と
し
て
い
た

が
、
近
年
の
Ｄ
著
書
で
は
「
弘
仁
六
︹
八
一
五
︺
年
以
降
承
和
一
〇
年

︹
八
四
三
︺
四
月
以
前
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」︹
一
三
三
頁
︺

と
し
て
い
る
︶。

︵
17
︶　

板
橋
源
氏
は
藤
原
冬
緒
の
位
官
職
か
ら
、官
符
は
元
慶
三
年︵
八
七
九
︶

一
一
月
以
降
、
同
六
年
︵
八
八
二
︶
正
月
ま
で
の
間
と
推
定
で
き
る
こ

と
、
七
団
が
全
て
大
団
と
す
る
と
軍
毅
の
数
も
計
三
五
人
で
符
号
す
る

こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
︵
前
掲
板
橋
Ｂ
論
文
︶。

︵
18
︶　

発
掘
調
査
報
告
書
は
︻
表
︼
の
出
典
を
、
平
川
氏
の
研
究
は
前
掲
Ａ

～
Ｄ
著
書
を
参
照
。

︵
19
︶　

大
崎
市
教
育
委
員
会
編
﹃
宮
城
県
大
崎
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六

集　

文
化
財
年
報
１
︵
平
成
一
八
年
度
︶﹄︵
二
〇
〇
八
年
︶、
多
賀
城

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
﹃
多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第

四
五
集　

山
王
遺
跡
Ⅰ
―
仙
塩
道
路
建
設
に
係
る
発
掘
調
査
報
告
書

―
﹄︵
一
九
九
七
年
︶。

︵
20
︶　

秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
﹃
秋
田
城
跡
調
査
事

務
所
研
究
紀
要
Ⅲ　

秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ⅲ
﹄︵
二
〇
〇
〇
年
︶。

︵
21
︶　

吉
永
匡
史
「
古
代
国
家
の
軍
事
組
織
と
そ
の
変
質
」︵﹃
岩
波
講
座
日

本
歴
史 

四 

古
代
四
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
︶
に
簡
明
な
整
理
が

あ
り
、
永
利
洋
介
「｢

編
戸
制
」
の
軍
事
的
性
格
に
つ
い
て
―
吉
田
・

義
江
両
説
の
検
討
―
」︵﹃
史
学
﹄
五
七
―
三
、一
九
八
七
年
︶
は
研
究

史
の
把
握
に
も
有
益
で
あ
る
。
一
戸
一
兵
士
説
を
と
る
主
な
も
の
と
し

て
、石
尾
芳
久「
日
唐
軍
防
令
の
比
較
研
究
」︵
同﹃
日
本
古
代
法
の
研
究
﹄

法
律
文
化
社
、
一
九
五
九
年
、
初
出
一
九
五
八
年
︶、
直
木
孝
次
郎
「
軍

団
の
兵
数
と
配
備
の
範
囲
に
つ
い
て
」︵
同
﹃
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
﹄

塙
書
房
、
一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
︶、
吉
田
孝
「
編
戸
制
・

班
田
制
の
構
造
的
特
質
」︵
同
﹃
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
﹄
岩
波
書

店
、
一
九
八
三
年
︶
等
。
一
戸
一
兵
士
説
を
否
定
す
る
主
な
も
の
と
し

て
、
高
橋
崇
Ｅ
「
律
令
兵
制
に
お
け
る
軍
団
数
と
兵
士
数
」︵﹃
続
日
本

紀
研
究
﹄
一
〇
―
四
・
五
合
併
号
、
一
九
六
三
年
︶、
松
本
政
春
「
一
戸

一
兵
士
説
へ
の
疑
問
」︵
同
﹃
奈
良
時
代
軍
事
制
度
の
研
究
﹄
塙
書
房
、

二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
八
四
年
︶
等
。
ま
た
、
永
利
氏
・
吉
永
氏
と

も
一
戸
一
兵
士
説
を
否
定
し
て
い
る
。

︵
22
︶　

前
掲
高
橋
Ｅ
論
文
。

︵
23
︶　

前
掲
永
利
論
文
。

︵
24
︶　

前
掲
多
賀
城
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
、「
宮
城
・

山
王
遺
跡
」︵﹃
木
簡
研
究
﹄
一
八
、一
九
九
六
年
︶。

︵
25
︶　

軍
防
令
5
兵
士
為
火
条
、
同
6
兵
士
備
糒
条
、
同
7
備
戎
具
条
、
同

12
兵
士
向
京
条
、
同
63
休
假
条
等
、
い
ず
れ
も
「
火
」
が
基
準
と
な
っ

て
い
る
。
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︵
26
︶　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
﹃
平
城
宮
木
簡
Ⅰ 

解
説
﹄︵
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
、
一
九
六
九
年
︶。

︵
27
︶　

平
川
南
Ｅ「｢

戸
番
」付
兵
士
歴
名
簿
―
胆
沢
城
跡
第
四
三
号
文
書
―
」

︵
前
掲
平
川
Ａ
著
書
︶。

︵
28
︶　

平
川
南
Ｆ
「
行
方
郡
―
南
相
馬
地
域
の
古
代
史
像
」︵
前
掲
平
川
Ｄ
著

書
︶。

︵
29
︶　

平
川
南
Ｇ
「
兵
士
不
参
解
―
胆
沢
城
跡
第
一
八
号
文
書
―
」︵
前
掲
平

川
Ａ
著
書
︶。

︵
30
︶　

出
土
文
字
資
料
︵
特
に
木
簡
・
漆
紙
文
書
等
︶
は
、
後
に
釈
文
︵
文

字
の
読
み
︶
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。︻
表
︼
Ⅰ
No. 

1
木
簡
の
「
□

守
十
八
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
近
年
、
平
川
氏
は
「
船
守
十
八
」
と
読

み
を
改
め
ら
れ
、
射
手
一
八
人
の
警
護
先
は
港
湾
都
市
で
も
あ
る
多
賀

城
の
交
易
及
び
軍
事
運
輸
手
段
の
船
を
警
護
す
る
「
船
守
」
で
あ
っ
た

と
さ
れ
た
︵
前
掲
平
川
Ｄ
著
書
、
一
三
六
頁
・
一
九
四
頁
︶。

︵
31
︶　

平
川
南
Ｈ「
古
代
の
内
神
」︵
前
掲
平
川
Ｃ
著
書
、初
出
一
九
九
二
年
︶。

︵
32
︶　

水
沢
市
教
育
委
員
会
﹃
胆
沢
城
跡
―
昭
和
五
九
年
度
発
掘
調
査
概
報

―
﹄︵
一
九
八
五
年
︶。

︵
33
︶　

㋓
の
「
旅
師
」
は
全
て
「
旅
帥
」
が
正
し
く
、「
小
毅
」
は
「
少
」「
小
」

と
も
史
料
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
出
羽
国
団
司
」
は
「
出
羽
団
国
司
」

が
正
し
い
が
、
引
用
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

︵
34
︶　

㋔
の
「
或
」
は
「
戍
」
が
、「
好
」
は
「
妨
」
が
正
し
い
と
す
る
鈴
木

氏
の
見
解
が
あ
り︵
前
掲
鈴
木
Ｂ
論
文
︶、意
味
的
に
は
穏
当
で
あ
る
が
、

引
用
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

︵
35
︶　

前
掲
板
橋
Ａ
論
文
。

︵
36
︶　

前
掲
鈴
木
Ｂ
・
Ｃ
論
文
。
熊
田
亮
介
氏
も
鈴
木
氏
の
指
摘
後
に
理
解

を
修
正
さ
れ
た
︵「
元
慶
の
乱
関
係
史
料
の
再
検
討
」、
同
﹃
古
代
国
家

と
東
北
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
八
六
年
︶。

︵
37
︶　

前
掲
鈴
木
Ｂ
論
文
。

︵
38
︶　

永
井
肇
「
健
児
制
に
つ
い
て
の
再
検
討
」(

﹃
史
学
研
究
集
録
﹄
八
、

一
九
八
三
年)

。
な
お
㋕
の
「
唯
」
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
類
聚

三
代
格
﹄︵
五
六
〇
頁
︶
が
改
め
る
前
の
「
准
」
で
も
意
味
は
通
る
と

思
う
が
︵
前
掲
拙
稿
Ａ
参
照
︶、
引
用
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

︵
39
︶　

前
掲
鈴
木
Ｄ
論
文
、
一
二
二
頁
。

︵
40
︶　

熊
谷
公
男
「
平
安
初
期
に
お
け
る
征
夷
の
終
焉
と
蝦
夷
支
配
の
変
質
」

一
五
頁
︵﹃
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
二
四
、一
九
九
二

年
︶。

︵
41
︶　

中
村
光
一
「
文
室
氏
と
律
令
国
家
東
北
経
略
」︵﹃
町
史
研
究 

伊
奈
の

歴
史
﹄
八
、二
〇
〇
四
年
︶。

︵
42
︶　

前
掲
拙
稿
Ａ
参
照
。

︵
43
︶　

高
橋
昌
明
﹃
武
士
の
成
立 

武
士
像
の
創
出
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
︶。

︵
44
︶　

前
掲
拙
稿
Ｂ
参
照
。

︵
45
︶　

前
掲
拙
稿
Ｂ
参
照
。

︵
46
︶　

拙
稿
Ｃ
「
律
令
国
家
の
戦
時
編
成
に
関
す
る
一
試
論
―
八
世
紀
に
お

け
る｢
寇
賊｣

と
征
討
―
」︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
五
八
一
、二
〇
一
一
年
︶。

︵
47
︶　

井
上
薫
「
舎
人
制
度
の
一
考
察
」︵
同
﹃
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
﹄
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吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
︶、
笹
山
晴
生
「
令

制
五
衛
府
の
成
立
と
展
開
」︵
同
﹃
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
﹄
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
︶、
森
公
章
Ｃ
「
郡
司
補
任
請
願
文
書

と
ト
ネ
リ
等
の
郡
領
就
任
」︵
同
﹃
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
﹄
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
六
年
︶。

︵
48
︶　

前
掲
井
上
論
文
、
七
二
～
七
三
頁
。

︵
49
︶　

拙
稿
Ｄ
「
宝
亀
～
弘
仁
期
に
お
け
る
征
討
軍
編
成
に
つ
い
て
」︵﹃
国

史
学
研
究
﹄
二
〇
、一
九
九
四
年
。
の
ち
、
学
術
文
献
刊
行
会
編
﹃
日

本
史
学
年
次
別
論
文
集
一
九
九
四
年
版
﹄
古
代
一
、
朋
文
出
版
、

一
九
九
六
年
転
載
収
録)

。

︵
50
︶　

例
え
ば
、﹃
類
史
﹄
延
暦
二
十
二
年
︵
八
〇
三
︶
四
月
乙
巳
︵
二
十
五

日
︶
条
「
摂
津
国
俘
囚
勲
六
等
吉
弥
侯
部
子
成
等
男
女
八
人
、
陸
奥
国

勲
六
等
吉
弥
侯
部
押
人
等
男
女
八
人
」、﹃
後
紀
﹄
弘
仁
三
年
︵
八
一
二
︶

九
月
戊
午
︵
三
日
︶
条
「
陸
奥
国
遠
田
郡
人
勲
七
等
竹
城
公
金
弓
等

三
百
九
十
六
人
言
、︵
中
略
︶
仍
賜
二
勲
七
等
竹
城
公
金
弓
、
勲
八
等

黒
田
竹
城
公
継
足
、
勲
九
等
白
石
公
真
山
等
男
女
一
百
廿
二
人
陸
奥
磐

井
臣
一
。
勲
八
等
竹
城
公
多
知
麻
呂
、
勲
八
等
荒
山
花
麻
呂
等
八
十
八

人
陸
奥
高
城
連
。
勲
九
等
小
倉
公
真
祢
麻
呂
等
十
七
人
陸
奥
小
倉
連
。

勲
八
等
石
原
公
多
気
志
等
十
五
人
陸
奥
石
原
連
。
勲
八
等
柏
原
公
広
足

等
十
三
人
椋
椅
連
。
遠
田
公
五
月
等
六
十
九
人
遠
田
連
。
勲
八
等
意
薩

公
持
麻
呂
等
六
人
意
薩
連
」、﹃
後
紀
﹄
弘
仁
四
年
︵
八
一
三
︶
二
月
丁

酉
︵
十
四
日
︶
条
「
上
野
国
甘
楽
郡
大
領
外
従
七
位
下
勲
六
等
壬
生
公

郡
守
特
」、﹃
後
紀
﹄
弘
仁
四
年
︵
八
一
三
︶
二
月
甲
辰
︵
二
十
一
日
︶

条
「
伊
豫
国
人
勲
六
等
吉
弥
侯
部
勝
麻
呂
、吉
弥
侯
部
佐
奈
布
留
」、﹃
続

後
紀
﹄
承
和
五
年
︵
八
三
八
︶
三
月
丙
子
︵
十
九
日
︶
条
「
勲
六
等
夷

守
志
為
奈︵
中
略
︶以
レ
有
二
勲
功
一
也
」、﹃
続
後
紀
﹄承
和
八
年︵
八
四
一
︶

八
月
辛
丑
︵
四
日
︶
条
「
相
摸
国
高
座
郡
大
領
外
従
六
位
下
勲
八
等
壬

生
直
黒
成
」﹃
続
後
紀
﹄
承
和
十
一
年
︵
八
四
四
︶
七
月
甲
申
︵
三
日
︶

条
「
出
羽
国
最
上
郡
人
外
従
八
位
上
勲
七
等
伴
部
道
成
、
男
外
少
初
位

上
勲
九
等
継
益
、
白
丁
吉
継
、
秀
益
、
継
守
、
同
姓
勲
九
等
福
尊
等
七

人
」
等
。
今
回
筆
者
も
作
表
し
た
が
、
既
に
渕
原
智
幸
Ｃ
「
九
世
紀
陸

奥
国
の
蝦
夷
・
俘
囚
支
配
―
北
部
四
郡
の
廃
絶
ま
で
を
中
心
に
―
」︵
前

掲
渕
原
Ａ
著
書
、
初
出
二
〇
〇
四
年
︶
に
詳
細
な
表
︵
八
一
頁
「
表
一 

移
配
エ
ミ
シ
へ
の
賜
姓
・
叙
位
等
関
係
記
事
一
覧
」、
九
二
～
九
三
頁

「
表
二 

陸
奥
の
郡
司
ほ
か
有
力
者
へ
の
賜
姓
・
叙
位
等
一
覧
」︶
が
あ
り
、

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。



145

A Basic Study of Regular Troops of Mutsu 陸奥 and Dewa 出羽
provinces in the 9th Century : Konshi 健士 and Kondei 健児

NAKAO Hiroyasu

Abstract

The 9th Century―it was the important age of the changing the military system in 

ancient Japan, and of beginning the Proto-type of medieval warriors. In 792, Kondei 

system was adopted instead of Corps soldier (Gundan-Heishi) system except the 

border regions including Mutsu and Dewa provinces. 

We have a large number of studies on Kondei system, but we cannot almost make 

clear the Regional military system in 9th century.

The reason is that we can read only some part of Nihonkouki 日本後紀―almost 

lost. However, recent time, excavated text data such as Mokkan 木簡 (document written 

on wooden block ) and Urushigami-monjo 漆紙文書 (document paper protected by 

lacquer)　have increased. They will help investigation on the 9th century society. 

In this paper, we made a basic study on the regular troops (Konshi and Kondei) in 

Mutsu and Dewa in the 9th century by usage of above materials.

In Mutsu and Dewa, the Gundan-Heishi system remained even after 792. We 

assume that the characteristics of the local military system in 9th century have 

change from statewide uniform system to flexible organization that adapted to 

circumstances and problems of each province. The state provided grain etc. for 

regular troopsʼ maintenance. And also the people who had an social order and local 

influence were equipped and reserved as army in Mutsu and Dewa.

The 38-years war, a massive war between the central government and Emishi 蝦夷 , 

the state further raised awareness on military accomplishment. Particularly, in the 

areas of Bando 坂東 and Tohoku 東北 , the training of military skill was encouraged 

and they recognized the military affairsʼ importance.


